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授業関係等 日　　　　　　　　程 備　　　　考

前　

学　

期

第
１
タ
ー
ム

授　　　業 ４月１０日（金）～　５月２８日（木） 
　６月　１日（月）～　６月　４日（木）

４月 30 日（木）は水曜日の授業を実施する。
６月５日（金）は予備・調整日。

補講・試験 ５月２９日（金）　  
６月　８日（月）～　６月１１日（木）

第
2
タ
ー
ム

授　　　業 　６月１２日（金）～　７月３１日（金）
７月 24 日（金）は月曜日の授業を実施する。

補講・試験 　８月　３日（月）～　８月　７日（金）

（夏季休業） 　８月　８日（土）～　９月３０日（水）

後　

学　

期

第
3
タ
ー
ム

授　　　業 １０月　２日（金）～１１月２６日（木）
10 月 15 日（木）は月曜日の授業を実施す
る。
11 月６日（金），11 月 25 日（水）は予備・
調整日。

補講・試験 １１月２７日（金）～１２月　３日（木）

第
4
タ
ー
ム

授　　　業 １２月　４日（金）～１２月２５日（金）

（冬季休業） １２月２６日（土）～　１月　３日（月）

授　　　業 　１月　４日（月）～　２月　１日（月）
※１月４日(月)～１月８日(金)はメディア授業デー

補講・試験 　２月　２日（火）～　２月　８日（月）

（注）
○入学式 ： ４月８日（水）
○開学記念日 ： １０月１日（木）
○大学祭（五福）：１０月 24 日（土）～ 25 日（日）
○学位記授与式 ： ３月２6 日（金）
○令和９年度大学入学共通テスト（１月 16・17 日）のため，１月 15 日（金）は休講とする。

　　授業時間帯
１限 　８：４５　～　１０：1 ５
２限 １０：３０　～　１２：００
３限 １３：００　～　１４：３０
４限 １４：４５　～　１６：１５
５限 １６：３０　～　１８：００
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１．沿 　 革 　 一 　 覧

２ ． コ ー ス 及 び 教 育 ・ 研 究 分 野
コ　ー　ス 教育・研究分野 令和８年度

入学定員

電気電子工学コース

パルスパワー・プラズマ工学，先端電力システム，パワーエレクトロ
ニクス，電磁応用システム，電磁アクチュエータ，動的システム・ロ
ボティクス，自律システム，生体ロボティクス制御工学，システム制
御，イメージングサイエンス，無線システム，波動通信工学，光セン
シング応用，強的秩序とデバイス，極微電子工学，構造物性，有機光
デバイス工学，有機薄膜エレクトロニクス

395 名

知能情報工学コース
システム工学，医用情報計測学，計算生体光学，生体情報処理，宇宙
情報科学 ，人工知能，量子情報，人間情報学，量子制御理論，コンピュー
タビジョン，臨床光情報工学

機 械 工 学 コ ー ス 固体力学，強度設計工学，機能材料加工学，熱工学，流体工学，知能
機械学，制御システム工学，機械情報計測，応用機械情報

生 命 工 学 コ ー ス
遺伝情報工学，オルガネラ合成生物学，細胞電気工学，脳・神経シス
テム工学，生体材料プロセス工学，生物反応工学，生体機能性分子工学， 
生体情報薬理学，プロセスシステム工学，タンパク質システム工学

応 用 化 学 コ ー ス
触媒・エネルギー材料工学，環境機能分子化学，精密無機合成化学，
計算物理化学，生体物質化学，環境分析化学，有機合成化学，環境保
全化学工学，生体材料設計工学
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３．学位授与方針及び教育課程編成方針

 
 
 

３３．．学学位位授授与与方方針針及及びび教教育育課課程程編編成成方方針針 

 

【【工工学学部部（（工工学学科科））のの教教育育研研究究上上のの目目的的】】  

工学部では，広く深い教養と専門的知識の修得はもとより，それらを諸課題に応用できる独創性

教育，地球や人間に優しい環境教育，国際社会に対応できる語学や情報教育を重視し，豊かな人間

性をもった優秀な技術者や研究者を育成すること，また，地域との連携を推進し，各産業分野の開

発研究及び技術力の向上に貢献することを目的とする。 

 

【【工工学学部部（（工工学学科科））ののデディィププロロママポポリリシシーー（（卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与のの方方針針））】】  

工学部では，幅広い教養と深い専門的知識を修得し，卒業研究等を通じて諸課題に応用できる問

題解決力や豊かな創造力とコミュニケーション能力を持ち，自然と共生しながら地域社会や国際社

会の持続的発展に貢献できる，倫理観・責任感を身に付けた者に学士（工学）の学位を授与する。 

 

【【学学修修成成果果のの到到達達目目標標】】  

幅幅広広いい知知識識  

【学修成果】 

自然科学，人文科学，社会科学，芸術文化に関する幅広い教養を持ち，物事を多面的に理解

し，技術者や研究者として社会に貢献できる能力を身に付けている。 

【到達指標】 

 自然科学，人文科学，社会科学，芸術文化に関する幅広い教養教育科目を修得していること。 

 

専専門門的的学学識識  

 【学修成果】 

数学，物理，化学等の自然科学の知見を利用し，工学に関する知識を諸課題に応用すること

ができる学識を身に付けている。 

 【到達指標】 

   基礎から応用までの専門教育科目を体系的に履修し，幅広い専門知識を十分に修得している

こと。 

 

問問題題発発見見・・解解決決力力  

 【学修成果】 

   自ら課題を発見し，課題に関する情報を収集・分析するとともに，創造力や専門的学識を駆

使して計画的に課題の解決に取り組むことができ，社会に役立つ創造的な製品や技術を創り出

すことができる。 

 【到達指標】 

問題発見・解決力や創造力を育成できる，ものづくり教育に関する実習科目や実験系科目を

修得していること。また，卒業論文を修得していること。 

 

社社会会貢貢献献力力  

 【学修成果】 

   技術者や研究者として，倫理観や使命感を持って自ら行動することができ，地域社会や国際

社会に貢献できる幅広い知識や深い工学的専門知識とその応用力を身に付けている。また，地

域産業を理解するとともに，新たな地域産業を創出できる創造力等の能力を身に付けている。 
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 【到達指標】 

「地域課題解決型人材育成プログラム」及び，国際社会に通用する工学倫理・知的財産に関

連する科目を修得していること。 

 

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力  

 【学修成果】 

   技術者や研究者として必要な情報を収集して，分かり易く整理し，発表や報告し討論できる

能力を備えている。また，多様な文化・社会を有する人々とコミュニケーションを取りながら，

協働する能力を身に付けている。 

 【到達指標】 

   必要な情報を収集し発信できる多様なコミュニケーション能力等を修得していること。実習

や演習のレポート作成，卒業論文の作成，卒業論文発表において十分な評価を得ること。 

 

【【工工学学部部（（工工学学科科））ののカカリリキキュュララムムポポリリシシーー（（教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針））】】  

教教育育課課程程編編成成方方針針  

 工学部では，卒業認定・学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる５つの能力を学修する

ため，教養教育科目，専門教育科目の学修を体系的に編成する。 

 

教教育育課課程程実実施施方方針針  

・１年次においては，教養教育科目及び専門的な共通基礎科目を基盤とした学修を実施する。ま

た，大学教育にスムーズに入れるよう，初年次導入教育や共通専門科目の学修も実施する。 

・２年次から３年次においては，コース基礎科目等を中心とした学修から，次第に高度なコース

専門科目を中心とした学修に移行する。 

・４年次においては，１年次から３年次までに修得した基礎的能力を基に，自主性，創造性及び

プレゼンテーション能力を身に付け，広い教養と深い専門的知識を諸課題に応用できるよう，

卒業研究指導を実施する。 

 

【【学学修修内内容容，，学学修修方方法法及及びび学学習習成成果果のの評評価価方方法法】】  

幅幅広広いい知知識識  

 【学修内容】 

自然科学，人文科学，社会科学，芸術文化に関する幅広い教養を身に付けさせる。 

 【学修方法】 

１年次，２年次を中心に，教養教育科目及び共通基礎科目と共通専門科目を学修させる。 

また，初年次において大学教育にスムーズに入れるよう，初年次導入教育を行う。 

 【学修成果の評価方法】 

   科目の特性に応じて，試験，レポート及び成果物等により，幅広い知識の修得度を客観的に

評価する。 

 

専専門門的的学学識識  

 【学修内容】 

   数学，物理，化学等の自然科学を理解したうえで，工学に関する知識を身に付けさせる。 

 【学修方法】 

基礎的な学問を理解し，応用力や独創性を発揮することができるように，各専門分野の共通
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基礎科目やその発展的なコース基礎科目・コース専門科目を体系的に学修させ，講義，演習，

実験・実習等を通じて論理的思考力，応用力を育てる。 

 【学修成果の評価方法】 

科目の特性に応じて，試験，レポート及び成果物等により，専門的学識の修得度を客観的に

評価する。 

 

問問題題発発見見・・解解決決力力  

【学修内容】  

自ら課題を発見し，課題に関する情報を収集・分析するとともに，創造力や専門的学識を駆

使して計画的に課題の解決に取り組むことができる能力を身に付けさせる。  

 【学修方法】 

ものづくり教育を重視した実習科目，実験科目及び卒業論文等を履修させることにより，問

題発見・解決力，実践的技術者としての職業観，勤労観を育む教育機会を提供する。 

主体的な学びの力を高めるため，アクティブラーニングを取り入れた教育方法を実施する。 

 【学修成果の評価方法】 

科目の特性に応じて，試験，レポート及び成果物により，修得した問題発見・解決力を客観

的に評価する。 

 

社社会会貢貢献献力力  

 【学修内容】 

技術者や研究者として，倫理観や使命感を持って地域社会や国際社会に貢献できる幅広い知

識や深い工学的専門知識を修得させる。 

【学修方法】 

倫理観や使命感を持って自ら行動し，地域と国際社会に貢献できる能力を身に付けるよう工

学倫理に関する科目を学修させる。また，地域産業についての講演会やインターンシップ等を

実施する。さらに，ＣＯＣ＋で求める地域志向科目等を履修させる。 

 【学修成果の評価方法】 

科目の特性に応じて，試験，レポート及び成果物等により，修得した社会貢献力の達成度を

客観的に評価する。 

 

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力  

 【学修内容】 

自主性，創造性及びプレゼンテーション能力を身に付け，深い専門的知識を諸課題に応用で

きるように，情報を収集，分析，整理し，分かり易く発表できる能力を身に付けさせる。 

 【学修方法】 

卒業研究，輪読において必要な情報の収集，研究会におけるプレゼンテーション，ディスカ

ッション等によりコミュニケーション能力を修得させる。また，英語コミュニケーション能力

を向上させるために e-learning 等を活用した学修を実施する。 

 【学修成果の評価方法】 

科目の特性に応じて，試験（外部の検定試験を含む），レポート及び卒業研究発表等により，

修得したコミュニケーション能力を客観的に評価する。 
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４．富 山 大 学 工 学 部 規 則
富山大学工学部規則 

 
平成17年10月１日制定 
平成19年４月１日改正 
平成20年４月１日改正 
平成22年４月１日改正 
平成22年６月16日改正 
平成24年４月１日改正 
平成25年４月１日改正 
平成26年４月１日改正 
平成27年４月１日改正 
平成28年３月４日改正 
平成29年２月８日改正 
平成30年４月１日改正 
平成31年４月１日改正 
令和元年９月24日改正 
令和３年３月20日改正 
令和４年３月７日改正 
令和５年３月６日改正 
令和６年３月５日改正 
令和７年３月５日改正 
令和８年３月５日改正 

 
（趣旨） 

第１条 この規則は，国立大学法人富山大学学則（以下「学則」という。）第５条第３項の規定
に基づき，富山大学工学部（以下「本学部」という。）の教育研究上の目的，授業科目，履修，
試験，卒業，科目等履修生等に関する事項を定める。 

 
（教育研究上の目的） 

第１条の２ 本学部は，広く深い教養と専門的知識の修得はもとより，それらを諸課題に応用で
きる独創性教育，地球や人間に優しい環境教育，国際社会に対応できる語学や情報教育を重視
し，豊かな人間性をもった優秀な技術者や研究者を育成すること，また， 地域との連携を推進
し，各産業分野の開発研究及び技術力の向上に貢献することを目的とする。 

 
（学科） 

第２条 本学部に工学科を置く。 
２ 前項に規定する学科に次のコースを置く。 

電気電子工学コース 
知能情報工学コース 
機械工学コース 
生命工学コース 
応用化学コース 

 
（教員組織） 

第２条の２ コースに配置される教員の組織として教員部を置く。 
 

（授業科目及び単位数，卒業に必要な修得単位数） 
第３条 本学部の教育課程は，専門教育科目（本学部が開設する授業科目をいう。以下同じ。）
及び教養教育科目（富山大学教養教育履修規則第６条第２項に規定する教養教育の授業科目を
いう。以下同じ。）により編成する。 

 
第４条 卒業に必要な修得単位数は，別表Ⅰのとおりとする。 
 

（履修方法及び履修期間） 
第５条 専門教育科目の履修については，別表Ⅱのとおりとする。 
 
第６条 教養教育科目及びその単位数，修得単位数その他履修に関することは，富山大学教養教
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育履修規則の定めるところによる。 
 
第７条 履修期間は４年とする。 
 

（単位計算方法） 
第８条 専門教育科目の１単位当たりの授業時間は，次の基準による。 

（１）講義は，15時間の授業をもって１単位とする。 
（２）演習は，15時間の授業をもって１単位とする。ただし，科目によっては，30時間の授業

をもって１単位とする。 
（３）実験，実習等は30時間の授業をもって１単位とする。ただし，科目によっては，45時間

の授業をもって１単位とする。 
 

（履修届等） 
第９条 学生は，履修しようとする専門教育科目について，あらかじめ届け出をしなければなら
ない。 

 
第10条 本学部学生が他学部の授業科目を履修しようとするときは，所定の手続により当該他学
部長の許可を受けなければならない。 

 
第11条 他学部学生が所定の手続により本学部の授業科目の履修を願い出たときは，学部長はこ

れを許可することができる。 
 
（試験及び成績評価） 

第12条 試験は，毎学期末又はターム末に行う。ただし，必要がある場合は，学期末又はターム
末以外の時期に行うことがある。 

２ 専門教育科目の成績は，試験その他の成績により担当教員が判定する。 
３ 専門教育科目の成績は，秀，優，良，可及び不可の評語をもって表し，秀，優，良及び可を

合格とする。ただし，工学部が必要と認める場合は，認，合格及び不合格の評語を用いること
ができる。 

４ 成績の評語は，100 点を満点として，次のとおりとする。 
秀  90点以上 
優  80点以上90点未満 
良  70点以上80点未満 
可  60点以上70点未満 
不可 60点未満 

 
（卒業論文） 

第13条 学生は，所定の期日までに卒業論文を担当教員に提出しなければならない。 
 
第14条 卒業論文試験は，提出論文の審査及び口頭試問により行う。 
 

（教育課程の修了認定） 
第15条 教育課程の修了は，教授会の意見を聴いて学部長が認定する。 
 

（転学部） 
第16条 転学部を願い出た者があるときは，教授会の意見を付して，学長に転学部の願出書を提
出する。 

２ 転学部を許可する時期は，原則として２学年の始めとする。 
３ 転学部を許可された者は，許可された学部に３年以上在学することを原則とする。 
 

（再入学，編入学及び転入学） 
第17条 再入学，編入学及び転入学（以下「再入学等」という。）を願い出た者があるときは，
教授会の意見を付して，学長に再入学等の願出書を提出する。 

２ 再入学を許可する時期は，学期の始めとする。 
３ 編入学を許可する時期は，原則として３学年の始めとする。 
４ 転入学を許可する時期は，相当年次の始めとする。 
５ 再入学等を許可された者の在学年数は，教授会の定めるところによる。 
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第18条 再入学等を希望する者は，出願に際し次の各号に掲げる書類を提出しなければならない。 

（１）願書 
（２）所属学部長等の受験承認書又は在籍する大学等の受験許可書 
（３）所属学部，在籍する大学等又は離籍した大学等における成績調書 

 
（転コース） 

第19条 学部長は，他のコースに転ずること（以下「転コース」という。）を願い出た者がある
ときは，教授会の意見を聴いて，許可することができる。 

２ 転コースに関する事項は，別に定める。 
 

（教員免許状） 
第20条 教員免許状授与の所要資格を取得する者は，その授与を受けようとする免許状の種類に
従い，別に定める所定の授業科目の単位を取得しなければならない。 

 
（研究生） 

第21条 研究生として入学を志願する者は，出願に際し次の各号に掲げる書類を提出しなければ
ならない。 
（１）入学願書 
（２）履歴書 
（３）最終出身学校の卒業又は修了証明書 
（４）職業を有する者は，所属長の承諾書 

 
（科目等履修生） 

第22条 科目等履修生として入学を志願する者の提出書類については，前条の規定を準用する。 
 

（雑則） 
第23条 この規則に定めるもののほか，必要な事項は教授会の意見を聴いて学部長が定める。 
 

附 則 
１ この規則は，平成17年10月１日から施行する。 
２ 学則附則第５項の規定により，国立大学法人富山大学成立の際現に旧富山大学工学部に在学

する者は，本学部を卒業するため必要であった教育課程の履修を本学部において行うものとし，
旧富山大学工学部規則等を適用する。 

 
附 則 

１ この規則は，平成19年４月１日から施行する。 
２ 平成18年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，平成20年４月１日から施行する。 
２ 平成19年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，平成22年４月１日から施行する。 
２ 平成21年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
この規則は，平成22年６月16日から施行する。 

 
附 則 

１ この規則は，平成24年４月１日から施行する。 
２ 平成23年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，平成25年４月１日から施行する。 
２ 平成24年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
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附 則 

１ この規則は，平成26年４月１日から施行する。 
２ 平成25年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，平成27年４月１日から施行する。 
２ 平成26年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，平成28年４月１日から施行する。 
２ 平成27年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，平成29年４月１日から施行する。 
２ 平成28年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，平成30年４月１日から施行する。 
２ 平成29年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，平成31年４月１日から施行する。 
２ 平成30年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
この規則は，令和元年10月１日から施行する。 

 
附 則 

この規則は，令和３年４月１日から施行する。 
 

附 則 
１ この規則は，令和４年４月１日から施行する。 
２ 令和３年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，令和５年４月１日から施行する。 
２ 令和４年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，令和６年４月１日から施行する。 
２ 令和５年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 

附 則 
１ この規則は，令和７年４月１日から施行する。 
２ 令和６年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
 
   附 則 
１ この規則は，令和８年４月１日から施行する。 
２ 令和７年度以前の入学者は，第７条及び第12条の規定を除き，なお従前の例による。 
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別表Ⅰ（第４条関係）

卒業に必要な修得単位数
別別表表ⅠⅠ（（第第４４条条関関係係））

卒卒業業にに必必要要なな修修得得単単位位数数

教養教育科目

電気電子工学
コース

知能情報工学
コース

91単位以上

10単位以内

124単位以上

　備考
　　１　単位の修得方法については，別表Ⅱで示す。
　  ２　自由選択科目には，次の単位を含めることができる。

・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。
・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。
・他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）
・専門教育科目の自由選択科目。

　　３　教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が卒業に必要な124単位に満たない場合は，自由選択
科目のうち，10単位を限度として卒業に必要な修得単位数124単位に含めることができる。

応用化学
コース

自由選択科目

合計

生命工学
コース

機械工学
コース

コース

   区分

23単位

専門教育科目
（共通基礎科目，共通専門科目

及びコース基礎科目の
計16単位以上を含む）
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別表Ⅱ（第５条関係）

　電気電子工学コース電電気気電電子子工工学学ココーースス

要件外 要件外

微分積分Ⅰ／電気電子 2 創造ものづくり／電気電子 1 1

線形代数Ⅰ／電気電子 2 工学倫理／電気電子 1 1

基礎物理学／電気電子 2 電気エネルギー工学１ 2 2

基礎化学（Ｃ） 2 電気エネルギー工学２ 2 2

基礎生物学（Ａ） 2 送配電工学 2 2

実践英語コミュニケーション 2 高電圧プラズマ工学 2 2

工業英語 2 電気機器工学１ 2 2

データサイエンスⅠ 2 2 電気機器工学２ 2 2

データサイエンスⅡ 2 2 パワーエレクトロニクス 2 2

知的財産 1 1 電気電子設計 2 2

創造工学特別実習１ 1 1 法規及び管理 1 1

創造工学特別実習２ 1 1 電磁波工学 2 2

創造工学特別実習３ 1 1 通信方式 2 2

創造工学特別研究 1 1 通信システム 2 2

リーダー育成実践学１ 1 1 電波・電気通信法規 1 1

リーダー育成実践学２ 1 1 信号処理工学 2 2

リーダー育成実践学３ 1 1 電気電子計測工学 2 2

キャリアスタディＡ 1 1 システム制御工学１ 2 2

キャリアスタディＢ 2 2 システム制御工学２ 2 2

インターンシップＡ 1 1 電子物性工学 2 2

インターンシップＢ 2 2 電気電子材料工学 2 2

海外研修Ⅰ 1 1 半導体工学 2 2

海外研修Ⅱ 1 1 半導体デバイス 2 2

工学概論／電気電子・情報・機械・化学・生物 2 2 集積回路工学 1 1

工学概論／土木・建築・金属 2 2 光デバイス 1 1

職業指導 2 2 安全・開発管理工学 2 2

創造工学入門ゼミナール／電気電子 2 2 電気電子実験１ 4 4

プログラミング基礎／電気電子 2 2 電気電子実験２ 4 4

プログラミング応用Ａ 2 2 電気電子工学特論

微分積分Ⅱ 2 2 卒業論文 10 10

電気数学１ 2 2

電気数学２ 2 2

電気数学３ 2 2

回路シミュレーション 2 2

振動・波動 1 1

熱・統計力学 1 1

量子力学 2 2

電磁気学１ 2 2

電磁気学２ 2 2

電磁気学３ 2 2

電気回路基礎 2 2

電気回路１ 2 2

電気回路演習１ 1 1

電気回路２ 2 2

電気回路演習２ 1 1

アナログ電子回路１ 2 2

アナログ電子回路２ 2 2

ディジタル電子回路 2 2

※必修，選択（選択必修を含む）は主要授業科目

備考

　１　電気電子工学特論の単位数は必要に応じて定める。

　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし124単位以上であること。
(１)教養教育科目

富山大学教養教育履修規則に定める23単位
(２)専門教育科目

共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計16単位以上を含む91単位以上
91単位の内訳は，コースの定めるところによる。

(３)自由選択科目
教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が124単位に満たない場合，下記科目から10単位以内
・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。
・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。
・他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）

・専門教育科目の自由選択科目。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない。

・電気電子工学特論「数学入門」，「物理」，「英語e-learning」
・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）

開
設
単
位
数

単位数

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件

専門教育科目名

開
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数
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修
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目
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目
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目
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目

自
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目
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ー
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目

共
通
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門
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目

コ
ー

ス
専
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目

専
門
教
育
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目

別別表表ⅡⅡ（（第第５５条条関関係係））

卒業要件

共
通
基
礎
科
目

　4

  2
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　知能情報工学コース知知能能情情報報工工学学ココーースス

要件外 要件外

微分積分Ⅰ／知能情報 2 創造ものづくり／知能情報 2 2

線形代数Ⅰ／知能情報 2 工学倫理／知能情報 1 1

基礎物理学／知能情報 2 情報理論 2

基礎化学（Ｃ） 2 量子情報の基礎 2

基礎生物学（Ａ） 2 情報ネットワーク 2

実践英語コミュニケーション 2 自然言語処理 2

工業英語 2 数値解析 2

データサイエンスⅠ 2 2 デジタル信号処理 2

データサイエンスⅡ 2 2 情報セキュリティ 2

知的財産 1 1 生成AI基礎とビジネス応用 2

創造工学特別実習１ 1 1 機械学習 2

創造工学特別実習２ 1 1 パターン認識 2

創造工学特別実習３ 1 1 電子回路Ⅰ 2 2

創造工学特別研究 1 1 電子回路Ⅱ 2 2

リーダー育成実践学１ 1 1 応用データサイエンス 2 2

リーダー育成実践学２ 1 1 生体情報処理 2 2

リーダー育成実践学３ 1 1 オブジェクト指向 2 2

キャリアスタディＡ 1 1 データベース論 2 2

キャリアスタディＢ 2 2

インターンシップＡ 1 1

インターンシップＢ 2 2 通信システム 2 2

海外研修Ⅰ 1 1 組込みシステム 2 2

海外研修Ⅱ 1 1 量子計算 2 2

工学概論／電気電子・情報・機械・化学・生物 2 2 音情報学 2 2

工学概論／土木・建築・金属 2 2 電磁波科学 2 2

職業指導 2 2 脳情報工学 2 2

創造工学入門ゼミナール／知能情報 2 2 神経科学概論 2 2

プログラミング基礎／知能情報 2 画像処理工学 2 2

プログラミング応用Ｂ 2 知的システム 2 2

線形代数Ⅱ 2 知能情報工学実験Ａ 2 2

微分積分Ⅱ 2 知能情報工学実験Ｂ 2 2

情報倫理 2 知能情報工学実験Ｃ 2 2

アルゴリズムとデータ構造 2 知能情報工学研修第１ 1 1

人工知能 2 知能情報工学研修第２ 1 1

論理回路 2 プログラミング実習Ａ 2 2

電気回路 2 プログラミング実習Ｂ 2 2

線形代数演習 2 知能情報工学特論

離散数学 2 卒業論文 10 10

電磁気学 2

フーリエ解析 2

複素関数論 2

※必修，選択（選択必修を含む）は主要授業科目

備考
　１　知能情報工学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし124単位以上であること。

(１)教養教育科目
富山大学教養教育履修規則に定める23単位

(２)専門教育科目
共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計16単位以上を含む91単位以上
91単位の内訳は，コースの定めるところによる。

(３)自由選択科目
教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が124単位に満たない場合，下記科目から10単位以内

・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。

・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。

・他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）

・専門教育科目の自由選択科目。

　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない。

・知能情報工学特論「数学入門」，「物理」，「英語e-learning」

・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）

2
ヒューマンコンピュータインタ
ラクション

自
由
選
択
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

自
由
科
目

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

自
由
科
目

卒業要件 卒業要件

共
通
基
礎
科
目

  4

  2

開
設
単
位
数

単位数

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

専門教育科目名

開
設
単
位
数

単位数

専門教育科目名

専
門
教
育
科
目

　10

コ
ー

ス
専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

2

　20

コ
ー

ス
基
礎
科
目

共
通
専
門
科
目



－ 13 －

　機械工学コース機機械械工工学学ココーースス

要件外 要件外

微分積分Ⅰ／機械 2 生産加工学 2 2

線形代数Ⅰ／機械 2 機械材料学Ⅰ 2 2

基礎物理学／機械 2 構造力学 2 2

基礎化学（Ｄ） 2 機械材料学Ⅱ 2 2

基礎生物学（Ａ） 2 強度設計工学 2 2

実践英語コミュニケーション 2 機械加工学 2 2

工業英語 2 数値解析 2 2

データサイエンスⅠ 2 2 応用材料力学 2 2

データサイエンスⅡ 2 2 精密加工学 2 2

知的財産 1 1 機械安全工学 1 1

創造工学特別実習１ 1 1 信頼性工学 2 2

創造工学特別実習２ 1 1 塑性工学 2 2

創造工学特別実習３ 1 1 応用熱工学 2 2

創造工学特別研究 1 1 伝熱工学 2 2

リーダー育成実践学１ 1 1 応用流体工学 2 2

リーダー育成実践学２ 1 1 機構学 2 2

リーダー育成実践学３ 1 1 メカトロニクス 2 2

キャリアスタディＡ 1 1 機械材料学Ⅲ 2 2

キャリアスタディＢ 2 2 要素設計学 2 2

インターンシップＡ 1 1 流体力学Ⅱ 2 2

インターンシップＢ 2 2 ロボット工学 2 2

海外研修Ⅰ 1 1 応用制御工学 2 2

海外研修Ⅱ 1 1 計測センサ工学 2 2

工学概論／電気電子・情報・機械・化学・生物 2 2 計測情報工学 2 2

工学概論／土木・建築・金属 2 2 シミュレーション工学 2 2

職業指導 2 2 機械工学特論

力学 2 機械工学輪読 2 2

工業数学Ａ 2 卒業論文 10 10

工業数学Ｂ 2

プログラミング基礎／機械 2 2

創造工学入門ゼミナール／機械 2 2

材料力学Ⅰ 2 2

材料力学Ⅱ 2 2

機械力学 2 2

基礎電気工学 1 1

熱力学 2 2

流体力学Ⅰ 2 2

制御工学 2 2

計測工学 2 2

基礎機械製図 2 2

機械製図演習 2 2

機械設計製図 2 2

機械工学実験 2 2

機械工作実習 2 2

工学倫理／機械 1 1

※必修，選択（選択必修を含む）は主要授業科目

備考

　１　機械工学特論の単位数は必要に応じて定める。

　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし124単位以上であること。
(１)教養教育科目

富山大学教養教育履修規則に定める23単位
(２)専門教育科目

共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計16単位以上を含む91単位以上
91単位の内訳は，コースの定めるところによる。

(３)自由選択科目
教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が124単位に満たない場合，下記科目から10単位以内
・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。
・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。
・他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）

・専門教育科目の自由選択科目。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない。

・機械工学特論「数学入門」，「物理」，「英語e-learning」
・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
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　生命工学コース
生生命命工工学学ココーースス

要件外 要件外

微分積分Ⅰ／生命 2 創造ものづくり／生命 1 1

線形代数Ⅰ／生命 2 工学倫理／生命 1 1

基礎物理学／生命 2 基礎技術実習 1 1

基礎化学（Ｅ） 2 生命有機化学Ⅱ 2 2

基礎生物学（Ｂ） 2 遺伝子工学Ⅱ 2 2

実践英語コミュニケーション 2 生物化学工学 2 2

工業英語 2 細胞生物学 2 2

データサイエンスⅠ 2 2 基礎生理学 2 2

データサイエンスⅡ 2 2 生命情報工学 2 2

知的財産 1 1 細胞代謝学 2 2

創造工学特別実習１ 1 1 データ解析概論 2 2

創造工学特別実習２ 1 1 有機機器分析 2 2

創造工学特別実習３ 1 1 電気・電子工学概論 2 2

創造工学特別研究 1 1 薬理学Ⅰ 2 2

リーダー育成実践学１ 1 1 薬理学Ⅱ 2 2

リーダー育成実践学２ 1 1 免疫学 2 2

リーダー育成実践学３ 1 1 創薬科学 2 2

キャリアスタディＡ 1 1 タンパク質工学 2 2

キャリアスタディＢ 2 2 生体医工学 2 2

インターンシップＡ 1 1 医薬品合成化学 2 2

インターンシップＢ 2 2 再生医療工学 2 2

海外研修Ⅰ 1 1 システム工学 2 2

海外研修Ⅱ 1 1 バイオインダストリー 2 2

工学概論／電気電子・情報・機械・化学・生物 2 2 生物物理化学 2 2

工学概論／土木・建築・金属 2 2 生命工学実験Ⅰ 2 2

職業指導 2 2 生命工学実験Ⅱ 2 2

創造工学入門ゼミナール／生命 2 2 生命工学実験Ⅲ 2 2

プログラミング基礎／生命 2 2 生命工学実験Ⅳ 2 2

プログラミング応用Ｂ 2 2 生命工学輪読 2 2

生命無機化学 2 2 生命工学特論

生命有機化学Ⅰ 2 2 卒業論文 10 10

生命分析化学 2 2

生命物理化学Ⅰ 2 2

生命物理化学Ⅱ 2 2

生化学 2 2

遺伝子工学Ⅰ 2 2

応用数学　 2 2

専門基礎ゼミナール 2 2

工学基礎実験 2 2

※必修，選択（選択必修を含む）は主要授業科目

備考
　１　生命工学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし124単位以上であること。

(１)教養教育科目
富山大学教養教育履修規則に定める23単位

(２)専門教育科目
共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計16単位以上を含む91単位以上
91単位の内訳は，コースの定めるところによる。

(３)自由選択科目
教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が124単位に満たない場合，下記科目から10単位以内
・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。
・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。
・他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）

・専門教育科目の自由選択科目。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない。

・生命工学特論「数学入門」，「物理」，「英語e-learning」
・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
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　応用化学コース
応応用用化化学学ココーースス

要件外 要件外

微分積分Ⅰ／応用化学 2 創造ものづくり／応用化学 2 2

線形代数Ⅰ／応用化学 2 工学倫理／応用化学 1 1

基礎物理学／応用化学 2 応用数学 2 2

基礎化学（Ｅ） 2 物理化学Ⅱ 2 2

基礎生物学（Ａ） 2 有機化学Ⅱ 2 2

実践英語コミュニケーション 2 無機化学Ⅱ 2 2

工業英語 2 分析化学Ⅱ 2 2

データサイエンスⅠ 2 2 生化学Ⅱ 2 2

データサイエンスⅡ 2 2 機器分析 2 2

知的財産 1 1 高分子化学Ⅰ 2 2

創造工学特別実習１ 1 1 有機化学Ⅲ 2 2

創造工学特別実習２ 1 1 基礎化学工学 2 2

創造工学特別実習３ 1 1 反応工学 2 2

創造工学特別研究 1 1 物理化学Ⅲ 2 2

リーダー育成実践学１ 1 1 有機化学Ⅳ 2 2

リーダー育成実践学２ 1 1 応用化学実験Ⅰ 4 4

リーダー育成実践学３ 1 1 応用化学実験Ⅱ 4 4

キャリアスタディＡ 1 1 環境保全化学 2 2

キャリアスタディＢ 2 2 環境分析化学 2 2

インターンシップＡ 1 1 無機化学演習 2 2

インターンシップＢ 2 2 工業物理化学演習 2 2

海外研修Ⅰ 1 1 生化学Ⅲ 2 2

海外研修Ⅱ 1 1 エネルギー化学 2 2

工学概論／電気電子・情報・機械・化学・生物 2 2 高分子化学Ⅱ 2 2

工学概論／土木・建築・金属 2 2 有機化学Ⅴ 2 2

職業指導 2 2 カーボンニュートラル化学 2 2

創造工学入門ゼミナール／応用化学 2 2 触媒化学 2 2

プログラミング基礎／応用化学 2 2 生命分子工学 2 2

微分積分演習 1 1 分子固体物性工学 2 2

力学・波動 2 2 応用化学輪読 2 2

微分積分Ⅱ 2 2 応用化学特論

有機化学Ⅰ 2 2 卒業論文 10 10

無機化学Ⅰ 2 2

物理化学Ⅰ 2 2

分析化学Ⅰ 2 2

生化学Ⅰ 2 2

専門基礎ゼミナール 2 2

工学基礎実験 2 2

※必修，選択（選択必修を含む）は主要授業科目

備考

　１　応用化学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし124単位以上であること。

(１)教養教育科目
富山大学教養教育履修規則に定める23単位

(２)専門教育科目
共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計16単位以上を含む91単位以上
91単位の内訳は，コースの定めるところによる。

(３)自由選択科目
教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が124単位に満たない場合，下記科目から10単位以内
・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。
・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。
・他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）

・専門教育科目の自由選択科目。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない。

・応用化学特論「数学入門」，「物理」，「英語e-learning」
・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
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富山大学における CAP 制及び GPA について富山大学におけるCAP制及びGPAについて

（１）CAP制

CAP制とは，履修登録に上限を設ける制度であり，単位の実質化の観点から個々の授業における授業

外学修の時間を確保することで学修内容を深く身につけやすくすることを目的とするものである。また，

それにより，過剰な履修登録を防ぎ，各年次でバランスのとれた履修計画を実現することを目指すもの

である。

　工学部学生が履修科目として登録することができる単位数の上限は，次のとおり内規において定める。

（２）GPA

GPAとは，履修科目の成績の平均値のことである。授業科目の成績判定は，秀，優，良，可，不可等

があり，各評価は，グレード・ポイントの数値で示される。（秀→４，優→３，良→２，可→１，不可→０）。

　学修の状況や成果を示す指標として，学期 GPA，学年 GPA及び累積 GPAがあり，各学年の成績通

知に学年GPAと累積 GPAを記載する。

　学期 GPA，学年 GPA及び累積 GPAの計算式は，以下のとおり。（算出された数値に小数第３位以下

がある場合は小数第３位の値を四捨五入する。）

（当該学期の履修登録科目の単位数×当該科目のGP）の総和
学期GPA＝

当該学期の総履修登録単位数

（当該学年の履修登録科目の単位数×当該科目のGP）の総和
学年GPA＝

当該学年の総履修登録単位数

（在学全期間の履修登録科目の単位数×当該科目のGP）の総和
累積GPA＝

在学全期間の総履修登録単位数
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学生が履修した授業科目の成績の評語及びグレード・ポイントは次表のとおりとする。

評語 GP 評価基準 参考（100 点満点での目安）

秀（S） 4 到達目標を達成し，極めて優秀な成績を
修めている 90 点以上

優（A） 3 到達目標を達成し，優秀な成績を修めて
いる 80 点以上 90 点未満

良（B） 2 到達目標を達成し，良好な成績を修めて
いる 70 点以上 80 点未満

可（C） 1 到達目標を達成している 60 点以上 70 点未満

不可（D） 0 到達目標を達成していない 60 点未満

認（N） － 本学における授業科目の履修により修得
したものとみなす －

合格（P） － 定められた学修水準に達している －

不合格（F） － 定められた学修水準に達していない －

　本学では，厳格な成績評価を行い，学位の質を保証するために，「成績評価分布の目標」を定め，以下のページに公

表し，組織的に成績評価の適正化を図っている。

　各部局における成績評価分布の目標：富山大学ウェブサイト＞在学生の方＞授業関係＞各部局における成績評価分布の目標

https://www.u-toyama.ac.jp/wp/wp-content/uploads/class-13-2.pdf

　なお，工学部では，助言教員・指導教員による定期面談等において，ＧＰＡ値に基づき修学上の助言・指導を行

う場合がある。

学生が履修した授業科目の成績の評語及びグレード・ポイントは次表のとおりとする。

評語 GP 評価基準 参考（100 点満点での目安）

秀（S） 4 到達目標を達成し，極めて優秀な成績を
修めている 90 点以上

優（A） 3 到達目標を達成し，優秀な成績を修めて
いる 80 点以上 90 点未満

良（B） 2 到達目標を達成し，良好な成績を修めて
いる 70 点以上 80 点未満

可（C） 1 到達目標を達成している 60 点以上 70 点未満

不可（D） 0 到達目標を達成していない 60 点未満

認（N） － 本学における授業科目の履修により修得
したものとみなす －

合格（P） － 定められた学修水準に達している －

不合格（F） － 定められた学修水準に達していない －

　本学では，厳格な成績評価を行い，学位の質を保証するために，「成績評価分布の目標」を定め，以下のページに公

表し，組織的に成績評価の適正化を図っている。

　各部局における成績評価分布の目標：富山大学ウェブサイト＞在学生の方＞授業関係＞各部局における成績評価分布の目標

https://www.u-toyama.ac.jp/wp/wp-content/uploads/class-13-2.pdf

　なお，工学部では，助言教員・指導教員による定期面談等において，ＧＰＡ値に基づき修学上の助言・指導を行

う場合がある。
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富山大学工学部における履修登録単位数の上限に関する内規

 
 

 

富山大学工学部における履修登録単位数の上限に関する内規 

 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は，国立大学法人富山大学学則第60条の３の規定に基づき，富山大学工学部において学生が

１年間又は１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限（以下「上限単位数」という。）

に関し，必要な事項を定める。 

 

（対象科目） 

第２条 上限単位数の対象となる授業科目は，卒業要件に算入できる全ての授業科目とする。ただし，次の各

号の授業科目は上限単位数の対象としない。 

（１）再履修科目 

（２）集中形式で実施される授業科目 

（３）他大学との単位互換協定に基づく科目 

（４）共通専門科目 

 

（上限単位数） 

第３条 学生が１年間又は１学期に履修科目として登録できる上限単位数及び所定の単位を優れた成績をもっ

て修得した学生（以下「成績優秀者」という。）の上限単位数は，別表のとおりとする。 

 

（上限単位数の特例） 

第４条 次の各号に掲げる者については，前条に定める上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。 

（１）編入学（転学部等を含む。）による者 

（２）その他，やむを得ない事情があると教務委員会が認めた者 

 

（雑則） 

第５条 この内規に定めるもののほか，履修登録単位の上限に関し必要な事項は教務委員会が定める。 

 

附 則 

この内規は，平成２８年４月１日から施行し，平成２８年度入学者から適用する。 

 

附 則 

１．この内規は，平成３０年４月１日から施行し，平成３０年度入学者から適用する。 

２．平成２９年度以前の入学者は，なお従前の例による。 

 

附 則 

１． この内規は，令和４年４月１日から実施する。 

 

附 則 

１．この内規は，令和５年４月１日から実施する。 

２．令和４年度以前の入学者は，なお従前の例による。 
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別 表

　コース別上限単位数

コース
第１年次

上限単位数
第２年次以上
上限単位数

成績優秀者の
上限単位数

成績優秀者の条件

取得単位数 ＧＰＡ

電気電子工学コース

５２／年間 ４８／年間 ５６／年間
前年度

４０単位
以上

2.0 以上

知能情報工学コース 2.6 以上

機 械 工 学 コ ー ス 2.6 以上

生 命 工 学 コ ー ス 2.6 以上

応 用 化 学 コ ー ス 2.0 以上
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5 －１　電気電子工学コース

５．コ ー ス 課 程 表



電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

－ 22 － － 23 －

５－１－１　履修上の注意事項

【進級、卒業要件】
　進級及び卒業に必要な修得単位数は次の条件を満たすこと。ただし、表中の数値は単位数を表し、特に定
めのない箇所は斜線で表記してある。

進級・卒業要件単位数
２年次

進級要件
単位数

３年次
進級要件
単位数

４年次
進級要件
単位数

卒業要件
単位数

教養教育科目 23 23

専
門
教
育
科
目

A 群 6 以上 10 以上 10 以上

B 群 2 以上 4 以上 4 以上

C 群 4 以上 6 以上 6 以上

D 群 12 以上 16 以上 16 以上

E 群 19 以上 22 以上

F 群 6 14 25

G 群 2 以上 2 以上

H 群

合計 76 以上 91 以上

自由選択科目 0 ～ 10 0 ～ 10

合　　計 109 以上 124 以上

１．電気電子工学特論の単位は必要に応じて定める。

２．自由科目及び電気電子工学特論のうち，「数学入門」，「物理」，「英語 e-learning」の単位は進級及び卒

業に必要な修得単位数に含めない（卒業要件外）。

＊「自由選択科目」について

次の科目から修得した単位は，10 単位まで４年次進級及び卒業に必要な修得単位数に含めることができ

る。

（1）教養教育科目で 23 単位を超えて修得した単位。（詳細は「令和８（2026）年度教養教育ガイド」

を参照。）

（2）他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。

（3）他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）

（4）専門教育科目の自由選択科目。
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５－１－２　電気電子工学コース　課程表

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修 群

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ／電気電子 森本 選必

　4

Ａ 4 2
線形代数Ⅰ／電気電子 山内 選必 4 2
基礎物理学／電気電子 喜久田 選必 Ｃ 2 2
基礎化学（Ｃ） 森本 選必 4 2
基礎生物学（Ａ）※ 迫野 選必 Ｈ 4 2
実践英語コミュニケーション 須加（非） 選必 　2 Ｇ 2 2
工業英語 碓井（非） 選必 2 2
データサイエンスⅠ 野澤 選択 Ｈ 4 2
データサイエンスⅡ 高 選択 4 2
知的財産 教務委員長 必修 Ｆ 2 1

共
通
専
門
科
目

◇創造工学特別実習１ 創造工学センター長 選択

Ｅ

2 1
◇創造工学特別実習２ 創造工学センター長 選択 2 1
◇創造工学特別実習３ 創造工学センター長 選択 2 1
創造工学特別研究 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学１ 創造工学センター長 選択

Ｈ

2 1
リーダー育成実践学２ 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学３ 創造工学センター長 選択 2 1
キャリアスタディＡ 教務委員長 選択 （注 1） 1
キャリアスタディＢ 教務委員長 選択 （注 1） 2
インターンシップＡ 教務委員長 選択 （注 1） 1
インターンシップＢ 教務委員長 選択 （注 1） 2
海外研修Ⅰ 教務委員長 自由選択 （注 2） 1
海外研修Ⅱ 教務委員長 自由選択 （注 2） 1
◇工学概論／電気電子・情報・
　機械・化学・生物 工学部教員 自由 4 2

◇工学概論／土木・建築・金属 都市デザイン学部教員 自由 4 2
◇職業指導 松井（非） 自由 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／電気電子 コース全教員 必修 Ｆ 2 2
プログラミング基礎／電気電子 竹崎 選択 Ｂ 4 2
プログラミング応用Ａ 戸田 選択 4 2
微分積分Ⅱ 加藤 選択

Ａ

4 2
電気数学１ 山内 選択 4 2
電気数学２ 有吉 選択 4 2
電気数学３ 平田 選択 4 2
回路シミュレーション 森 選択 Ｂ 2 2
振動・波動 喜久田 選択

Ｃ
2 1

熱・統計力学 喜久田 選択 2 1
量子力学 森 選択 4 2
◇電磁気学１ 有吉 選択

Ｄ

4 2
◇電磁気学２ 伊藤 選択 4 2
◇電磁気学３ 大橋 選択 4 2
◇電気回路基礎 中島 選択 4 2
◇電気回路１　 飴井 選択 2 2
電気回路演習１ 飴井 選択 2 1
◇電気回路２ 莅戸 選択 2 2
電気回路演習２ 加藤 選択 2 1
◇アナログ電子回路１ 中島 選択 4 2
◇アナログ電子回路２ 中島 選択 4 2
◇ディジタル電子回路 戸田 選択 4 2
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専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修 群

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／電気電子 コース全教員 必修 Ｆ 2 1
工学倫理／電気電子 白江（非） 必修 2 1
電気エネルギー工学１ 井上 選択

Ｅ

4 2
電気エネルギー工学２ 伊藤 選択 4 2
送配電工学 井上 選択 4 2
高電圧プラズマ工学 伊藤 選択 4 2
◇電気機器工学１ 大路 選択 4 2
◇電気機器工学２ 大路 選択 4 2
◇パワーエレクトロニクス 飴井 選択 4 2
電気電子設計 大路 選択 4 2
法規及び管理 山上 選択 2 1
電磁波工学 藤井 選択 4 2
◇通信方式 藤井 選択 4 2
通信システム 本田 選択 4 2
電波・電気通信法規 未定（非） 選択 2 1
信号処理工学 莅戸 選択 4 2
◇電気電子計測工学 本田 選択 4 2
システム制御工学１ 平田 選択 4 2
システム制御工学２ 平田 選択 4 2
電子物性工学 森 選択 4 2
電気電子材料工学 中 選択 4 2
半導体工学 中 選択 4 2
半導体デバイス 永沼 選択 4 2
集積回路工学 永沼 選択 2 1
光デバイス 中 選択 2 1
安全・開発管理工学 オムニバス（非）必修

Ｆ
2 2

電気電子実験１ コース全教員 必修 6 4
電気電子実験２ コース全教員 必修 6 4
電気電子工学特論 Ｅ
卒業論文 コース全教員 必修 Ｆ 10

※メディア授業科目（実施方法等についてはシラバスを確認すること。）
（注１）キャリアスタディＡ，Ｂ及びインターンシップＡ，Ｂは，実習を行った期間（日数等）に応じて単位を認定する。
　　　 キャリアスタディＡ及びインターンシップＡ並びにキャリアスタディＢ及びインターンシップＢの重複単位認定は認めない。

（注２）自由選択科目の単位として，海外研修を行った期間（時間数等）に応じて単位を認定する。（Ⅰ・Ⅱ合わせて上限 2 単位まで）

備考
　１　電気電子工学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。
　 （１）教養教育科目
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位
　 （２）専門教育科目
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。
　 （３）自由選択科目
　　　　教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が 124 単位に満たない場合，下記科目から 10 単位以内
　　　　・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。
　　　　・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。
　　　　・他学部の授業科目（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）
　　　　・専門教育科目の自由選択科目。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。
　　　・電気電子工学特論「数学入門」，「物理」，「英語 e-learning」
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
　４　専門教育科目名に◇印が付されている科目は教員免許状取得に関するものである。詳細については，「７．教育
　　　職員免許状の取得について」を参照のこと。
　５　開講年次及び毎週授業時間数に数字が記載されていても，都合により集中講義で実施することがある。
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履修上の注意事項・付録　（開講科目群別一覧）※記載されている科目は課程表と同じです。

専門教育科目名 群
開講年次及び毎週授業時間数 単

位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

微分積分Ⅰ／電気電子

Ａ群
（数学）

4 2
微分積分Ⅱ 4 2
線形代数Ⅰ／電気電子 4 2
電気数学１ 4 2
電気数学２ 4 2
電気数学３ 4 2
回路シミュレーション Ｂ群

（情報）

2 2
プログラミング基礎／電気電子 4 2
プログラミング応用Ａ 4 2
基礎物理学／電気電子

Ｃ群
（物理・

化学）

2 2
振動・波動 2 1
熱・統計力学 2 1
量子力学 4 2
基礎化学（Ｃ） 4 2
◇電気回路基礎

Ｄ群
（回路・
電磁気）

4 2
◇電気回路１　 2 2
電気回路演習１ 2 1
◇電気回路２ 2 2
電気回路演習２ 2 1
◇電磁気学１ 4 2
◇電磁気学２ 4 2
◇電磁気学３ 4 2
◇アナログ電子回路１ 4 2
◇アナログ電子回路２ 4 2
◇ディジタル電子回路 4 2
電気エネルギー工学１

Ｅ群
（選択）

4 2
電気エネルギー工学２ 4 2
送配電工学 4 2
高電圧プラズマ工学 4 2
◇電気機器工学１ 4 2
◇電気機器工学２ 4 2
◇パワーエレクトロニクス 4 2
電気電子設計 4 2
法規及び管理 2 1
電磁波工学 4 2
◇通信方式 4 2
通信システム 4 2
電波・電気通信法規 2 1
信号処理工学 4 2
◇電気電子計測工学 4 2
システム制御工学１ 4 2
システム制御工学２ 4 2
電子物性工学 4 2
電気電子材料工学 4 2
半導体工学 4 2
半導体デバイス 4 2
集積回路工学 2 1
光デバイス 2 1
◇創造工学特別実習１ 2 1
◇創造工学特別実習２ 2 1
◇創造工学特別実習３ 2 1
創造工学特別研究 2 1
電気電子工学特論
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専門教育科目名 群
開講年次及び毎週授業時間数 単

位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

創造工学入門ゼミナール／電気電子

Ｆ群
（必修）

2 2
電気電子実験１ 6 4
電気電子実験２ 6 4
知的財産 2 1
工学倫理／電気電子 2 1
安全・開発管理工学 2 2
創造ものづくり／電気電子 2 1
卒業論文 10
実践英語コミュニケーション Ｇ群

（英語）
2 2

工業英語 2 2
基礎生物学（Ａ）※

Ｈ群
（任意）

4 2
データサイエンスⅠ 4 2
データサイエンスⅡ 4 2
リーダー育成実践学１ 2 1
リーダー育成実践学２ 2 1
リーダー育成実践学３ 2 1
キャリアスタディＡ （注 1） 1
キャリアスタディＢ （注 1） 2
インターンシップＡ （注 1） 1
インターンシップＢ （注 1） 2
海外研修Ⅰ 自

由
選
択
科
目

（注 2） 1
海外研修Ⅱ （注 2） 1
◇工学概論／電気電子・情報・機械・
　化学・生物

※
卒
業
要
件

外
自
由
科
目

4 2

◇工学概論／土木・建築・金属 4 2
◇職業指導 2 2

※メディア授業科目（実施方法等についてはシラバスを確認すること。）
（注１）キャリアスタディＡ，Ｂ及びインターンシップＡ，Ｂは，実習を行った期間（日数等）に応じて単位を認定する。
　　　 キャリアスタディＡ及びインターンシップＡ並びにキャリアスタディＢ及びインターンシップＢの重複単位認定は認めない。

（注２）自由選択科目の単位として，海外研修を行った期間（時間数等）に応じて単位を認定する。（Ⅰ・Ⅱ合わせて上限 2 単位まで）

備考
　１　電気電子工学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。
　 （１）教養教育科目
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位
　 （２）専門教育科目
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。
　 （３）自由選択科目
　　　　教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が 124 単位に満たない場合，下記科目から 10 単位以内
　　　　・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。
　　　　・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。
　　　　・他学部の授業科目（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）
　　　　・専門教育科目の自由選択科目。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。
　　　・電気電子工学特論「数学入門」，「物理」，「英語 e-learning」
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
　４　専門教育科目名に◇印が付されている科目は教員免許状取得に関するものである。詳細については，「７．教育
　　　職員免許状の取得について」を参照のこと。
　５　開講年次及び毎週授業時間数に数字が記載されていても，都合により集中講義で実施することがある。
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T1T4

３
年
次

T3 T2 T1T4

2年
次

T3 T2 T1T4

1年
次

T3 T2

4年
次

T1T4 T3 T2

専
門

基
礎

教
養

教
育

情
報
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社

会
へ

の
対

応

国
際
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社
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へ
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対

応

社
会
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変

化
へ
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応
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会
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学
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文
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学
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科
目
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す
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修
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的
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理
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見

・
解

決
力

・
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・
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・
創

造
力
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識

・
主

体
性

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

情
報

収
集

力
・

発
表

・
討

論
力

・
協

調
性

工
学
部
工
学
科

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

海外研修Ｉ、ＩＩ

リーダー養成実践学1、2、3

創造工学特別実習1、2、3

電気電子実験１

創
造

も
の

づ
く

り
安全・開発管理工学

工
学

倫
理

知
的

財
産

電
波

・
電

気
通

信
法

規

職業指導

電気電子実験２

法
規

及
び

管
理

電
気

電
子

設
計

線
形

代
数

Ⅰ

電
気

数
学

２

電
気

数
学

３

電
気

数
学

１

微
分

積
分

Ⅰ

微
分

積
分

Ⅱ

工
業

英
語

実
践

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

基
礎

生
物

学

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
応

用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
基

礎

回
路

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

卒
業

論
文

電
気

電
子

工
学

の
基

礎

電
気

シ
ス

テ
ム

工
学

領
域

通
信

制
御

工
学

領
域

電
子

物
性

デ
バ

イ
ス

工
学

領
域

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
実

験
工

学
系

技
術

者
育

成
領

域

専
門

創
造

工
学

入
門

ゼ
ミ

ナ
ー

ル

下
線
：
学
部
共
通
科
目

インターンシップA、B キャリアスタディA、B

基
礎

化
学

基
礎

物
理

学

量
子

力
学

熱
・

統
計

力
学

振
動

・
波

動

デ
ィ

ジ
タ

ル
電

子
回

路

ア
ナ

ロ
グ

電
子

回
路

１

ア
ナ

ロ
グ

電
子

回
路

２

電
気

回
路

演
習

１

電
気

回
路

１

電
気

回
路

基
礎

電
気

回
路

演
習

２

電
気

回
路

２

電
磁

気
学

３

電
磁

気
学

２

電
磁

気
学

１

通
信

シ
ス

テ
ム

シ
ス

テ
ム

制
御

工
学

２

電
気

電
子

計
測

工
学

電
磁

波
工

学

信
号

処
理

工
学

通
信

方
式

シ
ス

テ
ム

制
御

工
学

１

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
２

電
気

機
器

工
学

１

送
配

電
工

学

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
１

電
気

機
器

工
学

２

高
電

圧
プ

ラ
ズ

マ
工

学

集
積

回
路

工
学 半
導

体
工

学光
デ

バ
イ

ス

半
導

体
デ

バ
イ

ス

電
気

電
子

材
料

工
学

電
子

物
性

工
学

工
学

全
般

の
基

礎

工
学

概
論

工
学

概
論

創造工学特別研究
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5 －２　知能情報工学コース
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５－２－１　履修上の注意事項

【2 年次進級要件】 
特に定めない。 
 
【3 年次進級要件】 
次の(1)～(3)の要件を全て満たしていること。 
(1) 教養教育科目について，富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位を修得し

ていること。 
(2) 専門教育科目と自由選択科目の合計修得単位数が 52 単位以上であること。ただし，自

由選択科目として認められる単位数は 10 単位以内とする。 
(3) 専門教育科目の単位修得状況が次の（ア）～（ウ）の要件を全て満たしていること。 

(ア) 2 年次までに開講される必修科目 10 単位を修得していること。 
(イ) 共通基礎科目の選択必修科目のうち，「微分積分Ⅰ／知能情報」「線形代数Ⅰ／知

能情報」「基礎物理学／知能情報」「基礎化学（Ｃ）」「基礎生物学（Ａ）」の 5 科目
（10 単位）の中から 4 単位以上を修得していること。 

(ウ) コース基礎科目の選択必修科目から 16 単位以上を修得していること。 
 
【4 年次進級要件】 
次の(1)～(3)の要件を全て満たしていること。 
(1) 教養教育科目について，富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位を修得し

ていること。 
(2) 専門教育科目と自由選択科目の合計修得単位数が 90 単位以上であること。ただし，自

由選択科目として認められる単位数は 10 単位以内とする。 
(3) 専門教育科目の単位修得状況が次の（ア）～（エ）の要件を全て満たしていること。 

(ア) 3 年次までに開講される必修科目 17 単位を修得していること。 
(イ) 共通基礎科目の選択必修科目のうち，「微分積分Ⅰ／知能情報」「線形代数Ⅰ／知

能情報」「基礎物理学／知能情報」「基礎化学（Ｃ）」「基礎生物学（Ａ）」の 5 科目
（10 単位）の中から 4 単位以上，「実践英語コミュニケーション」「工業英語」の
2 科目（4 単位）の中から 2 単位以上を修得していること。 

(ウ) コース基礎科目の選択必修科目から 20 単位以上を修得していること。 
(エ) コース専門科目の選択必修科目から 10 単位以上を修得していること。 

 
【卒業要件】 
次の(1)～(3)の要件を全て満たしていること。 
(1) 教養教育科目について，富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23 単位を修得し

ていること。 
(2) 専門教育科目と自由選択科目の合計修得単位数が 101 単位以上であること。ただし，

自由選択科目として認められる単位数は 10 単位以内とする。 
(3) 専門教育科目の単位修得状況が次の（ア）～（エ）の要件を全て満たしていること。 

(ア) 4 年次までに開講される必修科目 28 単位を修得していること。 
(イ) 共通基礎科目の選択必修科目のうち，「微分積分Ⅰ／知能情報」「線形代数Ⅰ／知

能情報」「基礎物理学／知能情報」「基礎化学（Ｃ）」「基礎生物学（Ａ）」の 5 科目
（10 単位）の中から 4 単位以上，「実践英語コミュニケーション」「工業英語」の
2 科目（4 単位）の中から 2 単位以上を修得していること。 

(ウ) コース基礎科目の選択必修科目から 20 単位以上を修得していること。 
(エ) コース専門科目の選択必修科目から 10 単位以上を修得していること。 



知
能
情
報
工
学
コ
ー
ス

－ 31 －

５－２－２　知能情報工学コース　課程表

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ／知能情報 渡邉 選必

　4

4 2
線形代数Ⅰ／知能情報 玉木 選必 4 2
基礎物理学／知能情報 丸山耕 選必 4 2
基礎化学（Ｃ） 森本 選必 4 2
基礎生物学（Ａ）※ 迫野 選必 4 2
実践英語コミュニケーション 端野（非） 選必

　2
2 2

工業英語 碓井（非） 選必 2 2
データサイエンスⅠ 野澤 選択 4 2
データサイエンスⅡ 高 選択 4 2
知的財産 教務委員長 必修 2 1

共
通
専
門
科
目

◇創造工学特別実習１ 創造工学センター長 選択 2 1
◇創造工学特別実習２ 創造工学センター長 選択 2 1
◇創造工学特別実習３ 創造工学センター長 選択 2 1
創造工学特別研究 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学１ 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学２ 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学３ 創造工学センター長 選択 2 1
キャリアスタディＡ 教務委員長 選択 （注 1） 1
キャリアスタディＢ 教務委員長 選択 （注 1） 2
インターンシップＡ 教務委員長 選択 （注 1） 1
インターンシップＢ 教務委員長 選択 （注 1） 2
海外研修Ⅰ 教務委員長 自由選択 （注 2） 1
海外研修Ⅱ 教務委員長 自由選択 （注 2） 1
◇工学概論／電気電子・情報・
　機械・化学・生物 工学部教員 自由 4 2

◇工学概論／土木・建築・
　金属

都市デザイン学
部教員 自由 4 2

◇職業指導 松井（非） 自由 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／知能情報 コース全教員 必修 2 2
プログラミング基礎／知能情報 高松 選必

　20

4 2
プログラミング応用Ｂ 池田 選必 4 2
線形代数Ⅱ 玉木 選必 4 2
微分積分Ⅱ 長谷川昌 選必 4 2
情報倫理 沖野（非） 選必 2 2
アルゴリズムとデータ構造 高 選必 4 2
◇人工知能 参沢 選必 4 2
論理回路 張潮 選必 4 2
電気回路 長岡 選必 4 2
線形代数演習 長岡 選必 4 2
離散数学 菊島（非） 選必 4 2
電磁気学 川口 選必 4 2
フーリエ解析 長谷川英 選必 4 2
複素関数論 丸山耕 選必 4 2
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専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／知能情報 コース全教員 必修 2 4 2
工学倫理／知能情報 広林 必修 2 1
情報理論 玉木 選必

　10

4 2
◇量子情報の基礎 水谷 選必 4 2
情報ネットワーク 菊島（非） 選必 4 2
◇自然言語処理 参沢 選必 4 2
数値解析 片桐 選必 4 2
デジタル信号処理 広林 選必 4 2
情報セキュリティ 水谷 選必 4 2
生成 AI 基礎とビジネス応用 武田（非） 選必 4 2
◇機械学習 参沢 選必 4 2
◇パターン認識 長谷川英 選必 4 2
◇電子回路Ⅰ 田端 選択 4 2
◇電子回路Ⅱ 長谷川英 選択 4 2
応用データサイエンス 池田 選択 4 2
◇生体情報処理 高松 選択 4 2
◇オブジェクト指向 片桐 選択 4 2
◇データベース論 大嶋 選択 4 2
◇ヒューマンコンピュータインタラクション 野澤 選択 4 2
通信システム 川口 選択 4 2
組込みシステム 片桐 選択 4 2
量子計算 水谷 選択 4 2
音情報学 広林 選択 4 2
電磁波科学 川口 選択 4 2
脳情報工学 池田 選択 4 2
◇神経科学概論 田端 選択 4 2
画像処理工学 大村 選択 4 2
知的システム 野澤 選択 4 2
知能情報工学実験Ａ 高他 必修 6 2
知能情報工学実験Ｂ 高松他 必修 6 2
知能情報工学実験Ｃ 小山他 必修 6 2
知能情報工学研修第１ コース全教員 必修 1 1
知能情報工学研修第２ コース全教員 必修 1 1
プログラミング実習Ａ 張子他 必修 4 2
プログラミング実習Ｂ 長岡他 必修 6 2
知能情報工学特論
卒業論文 コース全教員 必修 10

※メディア授業科目（実施方法等についてはシラバスを確認すること。）
（注１）キャリアスタディＡ，Ｂ及びインターンシップＡ，Ｂは，実習を行った期間（日数等）に応じて単位を認定する。
　　　 キャリアスタディＡ及びインターンシップＡ並びにキャリアスタディＢ及びインターンシップＢの重複単位認定は認めない。

（注２）自由選択科目の単位として，海外研修を行った期間（時間数等）に応じて単位を認定する。（Ⅰ・Ⅱ合わせて上限 2 単位まで）

備考
　１　知能情報工学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。
　（１）教養教育科目
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位
　（２）専門教育科目
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。
　（３）自由選択科目
　　　　教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が 124 単位に満たない場合，下記科目から 10 単位以内
　　　　・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。
　　　　・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。
　　　　・他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）
　　　　・専門教育科目の自由選択科目。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。
　　　・知能情報工学特論「数学入門」，「物理」，「英語 e-learning」
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
　４　専門教育科目名に◇印が付されている科目は教員免許状取得に関するものである。詳細については，「７．教育職員免許状の

取得について」を参照のこと。
　５　開講年次及び毎週授業時間数に数字が記載されていても，都合により集中講義で実施することがある。
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4年
次

T1T4 T3 T2 T1T4

３
年
次

T3 T2 T1T4

２
年
次

T3 T2 T1T4

１
年
次

T3 T2

実
習

・
実

験
基

礎
科

目
教

養
教

育
IC

T・
量

子
情
報
・
生
体
情
報

情
報

基
礎

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
創

造
・

技
術

者

微
分

積
分

I
線

形
代

数
I

基
礎

生
物

学

工
業

英
語

実
践

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

インターンシップＡ、Ｂ

リーダー養成実践学1、2、3

創造工学特別実習1、2、3

海外研修I・II

機
械

学
習

パ
タ

ー
ン

認
識

自
然

言
語

処
理

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

II

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

I

情
報

理
論

知
的

シ
ス

テ
ム

通
信

シ
ス

テ
ム

量
子

計
算

組
込

み
シ

ス
テ

ム

電
子

回
路

II

電
子

回
路

I

数
値

解
析

神
経

科
学

概
論

生
体

情
報

処
理

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
実

習
B

知
能

情
報

工
学

実
験

C

知
能

情
報

工
学

実
験

B

知
能

情
報

工
学

実
験

A

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
実

習
A

創造ものづくり

知
能

情
報

工
学

研
修

第
1

知
能

情
報

工
学

研
修

第
2

情
報

倫
理

工
学

倫
理

知
的

財
産

応
用

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

論

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

指
向

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
応

用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
基

礎

デ
ジ

タ
ル

信
号

処
理

画
像

処
理

工
学

音
情

報
学

職業指導 工学概論

創
造

工
学

入
門

ゼ
ミ

ナ
ー

ル

工
学
部
工
学
科

知
能
情
報
工
学
コ
ー
ス

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

微
分

積
分

II

問
題

発
見

・
解

決
力

・
課

題
発

見
力

・
課

題
解

決
力

・
創

造
力

社
会

貢
献
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５－３－１　履修上の注意事項55－－33－－11  履履修修上上のの注注意意事事項項   

 

【２年次進級要件】 

特に定めない。 

[なお，教養教育科目，専門教育科目合わせて 40単位以上の修得が望ましい。] 

 

【３年次進級要件】 

以下の要件を満たすこと。もし満たない場合は，学生の方から新年度開始前に助言教員に連絡し，面談の

機会を設けることを進級の要件とする。 

〇 教養教育科目，専門教育科目に他コースのコース基礎科目及びコース専門科目並びに他学部の授業科目

から修得した単位を合わせて 80単位以上。 

〇 ４年次進級要件(1)（教養教育科目 21単位以上と必修科目関連） 

〇 ４年次進級要件(2)（基礎科目の選択必修）  

〇 コース基礎科目の必修科目で，２年次までに開講の全 25単位のうち 20単位以上 

ただしその中の「プログラミング基礎／機械」，「機械基礎製図」，「機械製図演習」，「機械工作実習」を

修得していること。 

 

【４年次進級要件】 

教養教育科目，専門教育科目に他コースのコース基礎科目及びコース専門科目並びに他学部の授業科目

から修得した単位を合わせて 104単位以上を修得していなければならない。ただし，これらの単位には

次の各項に示す単位が含まれていなければならない。 

(1) 富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23単位のうち 21単位以上 
ただし必修科目として定められている情報化社会への対応（共通）２単位と国際社会への対応（共通）

４単位，社会的変化への対応（共通）２単位の計８単位から６単位以上 
(2) 共通基礎科目「微分積分Ⅰ／機械」「線形代数Ⅰ／機械」「基礎物理学／機械」「基礎化学（Ｄ）」「基

礎生物学（Ａ）」の選択必修５科目，コース基礎科目「力学」，「工業数学Ａ」，「工業数学Ｂ」の選択

必修３科目の計 16単位から 12単位以上 

(3) 「実践英語コミュニケーション」「工業英語」の選択必修２科目の中から２単位以上 

(4) コース基礎科目の必修科目全 30単位のうち 24単位以上 

  ただしその中の「プログラミング基礎／機械」，「機械基礎製図」，「機械製図演習」，「機械工学実

験」，「機械工作実習」，「機械設計製図」を修得していること 

［ なお，この基準は最低条件であり，教養教育科目，専門教育科目に他コースのコース基礎科目及びコー

ス専門科目並びに他学部の授業科目から修得した単位を合わせて 112単位以上の修得が望ましい。］ 

 
【卒業要件】 

卒業に必要な修得単位数（「工学概論」，「職業指導」，「英語 e-learning」の単位は除く）は，教養教育科

目，専門教育科目，自由選択科目との合計 124単位である。ただし，これらの単位には，次の各項に示す

単位が含まれていなければならない。 

 

1）教養教育科目 

  富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23単位 

2）専門教育科目 

・全必修科目 43単位 

・４年次進級要件の選択必修科目に関わる(2)(3) 

・上記の必修，選択必修を合わせた合計 91単位 

3) 自由選択科目 

教養教育科目で 23 単位を超えて修得した単位，並びに他コースのコース基礎科目及びコース専門科目，

並びに他学部の授業科目から修得した単位のことを指し，最大 10単位まで含めることができる。 

（1）
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５－３－２　機械工学コース　課程表

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ／機械 増田 選必

ｘ

4 2
線形代数Ⅰ／機械 瀬田 選必 4 2
基礎物理学／機械 都丸 選必 4 2
基礎化学（Ｄ） 岩崎 選必 4 2
基礎生物学（Ａ）※ 迫野 選必 4 2
実践英語コミュニケーション 碓井（非） 選必  2 2 2
工業英語 須加（非） 選必 2 2
データサイエンスⅠ 野澤 選択 4 2
データサイエンスⅡ 高 選択 4 2
知的財産 教務委員長 必修 2 1

共
通
専
門
科
目

◇創造工学特別実習１ 創造工学センター長 選択 2 1
◇創造工学特別実習２ 創造工学センター長 選択 2 1
◇創造工学特別実習３ 創造工学センター長 選択 2 1
創造工学特別研究 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学１ 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学２ 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学３ 創造工学センター長 選択 2 1
キャリアスタディＡ 教務委員長 選択 （注 1） 1
キャリアスタディＢ 教務委員長 選択 （注 1） 2
インターンシップＡ 教務委員長 選択 （注 1） 1
インターンシップＢ 教務委員長 選択 （注 1） 2
海外研修Ⅰ 教務委員長 自由選択 （注 2） 1
海外研修Ⅱ 教務委員長 自由選択 （注 2） 1
◇工学概論／電気電子・情報・
　機械・化学・生物 工学部教員 自由 4 2

◇工学概論／土木・建築・
　金属

都市デザイン
学部教員 自由 4 2

◇職業指導 松井（非） 自由 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

力学 笠場 選必
12-ｘ

4 2
工業数学Ａ 松村 選必 4 2
工業数学Ｂ 渡邊 選必 4 2
プログラミング基礎／機械 都丸 必修 4 2
創造工学入門ゼミナール／機械 コース全教員 必修 2 2
◇材料力学Ⅰ 木田 必修 4 2
◇材料力学Ⅱ 木田 必修 4 2
◇機械力学 松村 必修 4 2
◇熱力学 小坂 必修 4 2
◇流体力学Ⅰ 伊澤 必修 4 2
◇基礎電気工学 笹木 必修 2 1
◇制御工学 保田 必修 4 2
◇計測工学 寺林 必修 4 2
基礎機械製図 寺林、渡邊 必修 2 2
機械製図演習 関本、小坂 必修 2 2
機械設計製図 増田、船塚 必修 2 2
機械工学実験 コース全教員 必修 2 2
機械工作実習 コース全教員 必修 2 2

◇工学倫理／機械 笹木、加瀬、
ゾロツキヒナ 必修 2 1

55－－33－－11  履履修修上上のの注注意意事事項項   

 

【２年次進級要件】 

特に定めない。 

[なお，教養教育科目，専門教育科目合わせて 40単位以上の修得が望ましい。] 

 

【３年次進級要件】 

以下の要件を満たすこと。もし満たない場合は，学生の方から新年度開始前に助言教員に連絡し，面談の

機会を設けることを進級の要件とする。 

〇 教養教育科目，専門教育科目に他コースのコース基礎科目及びコース専門科目並びに他学部の授業科目

から修得した単位を合わせて 80単位以上。 

〇 ４年次進級要件(1)（教養教育科目 21単位以上と必修科目関連） 

〇 ４年次進級要件(2)（基礎科目の選択必修）  

〇 コース基礎科目の必修科目で，２年次までに開講の全 25単位のうち 20単位以上 

ただしその中の「プログラミング基礎／機械」，「機械基礎製図」，「機械製図演習」，「機械工作実習」を

修得していること。 

 

【４年次進級要件】 

教養教育科目，専門教育科目に他コースのコース基礎科目及びコース専門科目並びに他学部の授業科目

から修得した単位を合わせて 104単位以上を修得していなければならない。ただし，これらの単位には

次の各項に示す単位が含まれていなければならない。 

(1) 富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23単位のうち 21単位以上 
ただし必修科目として定められている情報化社会への対応（共通）２単位と国際社会への対応（共通）

４単位，社会的変化への対応（共通）２単位の計８単位から６単位以上 
(2) 共通基礎科目「微分積分Ⅰ／機械」「線形代数Ⅰ／機械」「基礎物理学／機械」「基礎化学（Ｄ）」「基

礎生物学（Ａ）」の選択必修５科目，コース基礎科目「力学」，「工業数学Ａ」，「工業数学Ｂ」の選択

必修３科目の計 16単位から 12単位以上 

(3) 「実践英語コミュニケーション」「工業英語」の選択必修２科目の中から２単位以上 

(4) コース基礎科目の必修科目全 30単位のうち 24単位以上 

  ただしその中の「プログラミング基礎／機械」，「機械基礎製図」，「機械製図演習」，「機械工学実

験」，「機械工作実習」，「機械設計製図」を修得していること 

［ なお，この基準は最低条件であり，教養教育科目，専門教育科目に他コースのコース基礎科目及びコー

ス専門科目並びに他学部の授業科目から修得した単位を合わせて 112単位以上の修得が望ましい。］ 

 
【卒業要件】 

卒業に必要な修得単位数（「工学概論」，「職業指導」，「英語 e-learning」の単位は除く）は，教養教育科

目，専門教育科目，自由選択科目との合計 124単位である。ただし，これらの単位には，次の各項に示す

単位が含まれていなければならない。 

 

1）教養教育科目 

  富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23単位 

2）専門教育科目 

・全必修科目 43単位 

・４年次進級要件の選択必修科目に関わる(2)(3) 

・上記の必修，選択必修を合わせた合計 91単位 

3) 自由選択科目 

教養教育科目で 23 単位を超えて修得した単位，並びに他コースのコース基礎科目及びコース専門科目，

並びに他学部の授業科目から修得した単位のことを指し，最大 10単位まで含めることができる。 
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専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

◇生産加工学 白鳥、高野 選択 4 2
◇機械材料学Ⅰ 溝部 選択 4 2
機械材料学Ⅱ 溝部 選択 4 2
機械加工学 高野 選択 4 2
機械安全工学 未定（非） 選択 2 1
強度設計工学 増田 選択 4 2
信頼性工学 小熊 選択 4 2
構造力学 木田 選択 4 2
塑性工学 白鳥 選択 4 2
精密加工学 白鳥 選択 4 2
要素設計学 小熊 選択 4 2
応用材料力学 木田 選択 4 2
機械材料学Ⅲ 溝部 選択 4 2
機構学 関本 選択 4 2
◇メカトロニクス 保田 選択 4 2
計測情報工学 寺林 選択 4 2
応用制御工学 保田 選択 4 2
計測センサ工学 笹木 選択 4 2
ロボット工学 関本 選択 4 2
◇数値解析 瀬田 選択 4 2
シミュレーション工学 ゾロツキヒナ 選択 4 2
流体力学Ⅱ 伊澤 選択 4 2
◇伝熱工学 笠場 選択 4 2
応用流体工学 渡邊 選択 4 2
応用熱工学 瀬田 選択 4 2
機械工学特論
機械工学輪読 コース全教員 必修 2 2
卒業論文 コース全教員 必修 10

※メディア授業科目（実施方法等についてはシラバスを確認すること。）
（注１）キャリアスタディＡ，Ｂ及びインターンシップＡ，Ｂは，実習を行った期間（日数等）に応じて単位を認定する。
　　　 キャリアスタディＡ及びインターンシップＡ並びにキャリアスタディＢ及びインターンシップＢの重複単位認定は認めない。

（注２）自由選択科目の単位として，海外研修を行った期間（時間数等）に応じて単位を認定する。（Ⅰ・Ⅱ合わせて上限 2 単位まで）

備考
　１　機械工学特論の単位数は必要に応じて定める。	
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。	
　（１）教養教育科目	
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位	
　（２）専門教育科目	
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上	
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。	
　（３）自由選択科目	
　　　　教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が 124 単位に満たない場合，下記科目から 10 単位以内	
　　　　・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。	
　　　　・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。	
　　　　・他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）	
　　　　・専門教育科目の自由選択科目。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。	
　　　・機械工学特論「数学入門」，「物理」，「英語 e-learning」	
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）	
　４　専門教育科目名に◇印が付されている科目は教員免許状取得に関するものである。詳細については，「７．教
　　　育職員免許状の取得について」を参照のこと。	
　５　開講年次及び毎週授業時間数に数字が記載されていても，都合により集中講義で実施することがある。
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技
術

者
養

成

材
料

力
学

Ⅰ
 

生
産

加
工

学

制
御

工
学

機
械

材
料

学
Ⅰ

流
体

力
学

Ⅰ
熱

力
学

材
料

力
学

Ⅱ
 

機
械

材
料

学
Ⅱ

機
械

加
工

学
機

械
力

学

強
度

設
計

工
学

計
測

工
学

信
頼

性
工

学

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

計
測

情
報

工
学

流
体

力
学

Ⅱ

構
造

力
学

応
用

制
御

工
学

数
値

解
析

伝
熱

工
学

塑
性

工
学

要
素

設
計

学
計

測
セ

ン
サ

工
学

応
用

流
体

工
学

応
用

材
料

力
学

機
械

材
料

学
Ⅲ

精
密

加
工

学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

工
学

応
用

熱
工

学

機械工学実験 機械工作実習

創造工学特別実習２

基礎機械製図

創造工学特別実習３ 創造工学特別実習１

創造工学入門ゼミナール機械製図演習知的財産

リーダー育成実践学１リーダー育成実践学２リーダー育成実践学３

キャリアスタディ A , Bインターンシップ A , B

工
学
部
工
学
科

機
械
工
学
コ
ー
ス

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

基
礎

科
目

群

機械設計製図

力
学

基
礎

電
気

工
学

基
礎

化
学

線
形

代
数

Ⅰ

基
礎

物
理

学

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ

微
分

積
分

Ⅰ

工
業

数
学

 B

工業英語 実践英語コミュニケーション

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ

機
 構

 学
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

基
礎

生
物

学

工学倫理

機械安全工学

工学概論

職業指導

海外研修Ⅰ, Ⅱ
幅

広
い

知
識

  自
然

科
学

に
関

す
る

教
養

  人
文

科
学

に
関

す
る

教
養

  芸
術

文
化

に
関

す
る

教
養

問
題

発
見

・
解

決
力

課
題

発
見

力
課

題
解

決
力

創
造

力

社
会

貢
献

力

倫
理

観
知

的
財

産
に

関
す

る
知

識
主

体
性

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

情
報

収
集

力
発

表
・

討
論

力
協

調
性

専
門

的
知

識

 
数

学
に

関
す

る
学

識
 

物
理

に
関

す
る

学
識

 
化

学
に

関
す

る
学

識
 

生
物

に
関

す
る

学
識

卒
業

論
文

創造工学特別研究

工学概論
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5 － 4　生命工学コース
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５－４－１　履修上の注意事項55－－44－－11  履履修修上上のの注注意意事事項項  

 

卒業に必要な修得単位数は，教養教育科目 23単位，専門教育科目 91単位以上，自由選択科目 10単位以

内の合計 124単位である。 

 教養教育科目とは，富山大学教養教育履修規則に定める科目である。 

 専門教育科目とは，共通基礎科目，共通専門科目，コース基礎科目，コース専門科目である。 

 

進級要件（詳細は「進級要件内規」を参照） 

 

【２年次進級要件】 

特に定めない。 

 

【３年次進級要件】 

・修得単位数：75単位以上を修得 

・教養教育科目：富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23単位を修得 

・１年次開講の「専門基礎ゼミナール」２単位，「創造工学入門ゼミナール」２単位を修得 

・２年次までに開講する共通基礎科目(「微分積分Ⅰ／生命」「線形代数Ⅰ／生命」「基礎物理学／生命」

「基礎化学（Ｅ）」「基礎生物学（Ｂ）」)６単位以上を修得 

・２年次までに開講する生命工学コース基礎科目 18単位以上を修得  

・２年次に開講する生命工学コース専門科目 16単位以上を修得 

・２年次に開講する「工学基礎実験」，「プログラミング基礎／生命」，「基礎技術実習」（いずれも必修科

目）を修得 

 

【４年次進級要件】 

・修得単位数：110単位以上を修得 

・教養教育科目：富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23単位を修得 

・３年次までに開講する共通基礎科目(「微分積分Ⅰ／生命」「線形代数Ⅰ／生命」「基礎物理学／生命」

「基礎化学（Ｅ）」「基礎生物学（Ｂ）」)，生命工学コース基礎科目，生命工学コース専攻科目から，

合計 80単位以上を修得 

・「知的財産」１単位，「生命工学実験Ⅰ-Ⅳ 」計８単位，「創造ものづくり」１単位，「工学倫理」１単位

（いずれも必修科目）を修得 

・各選択必修科目（「微分積分Ⅰ／生命」「線形代数Ⅰ／生命」「基礎物理学／生命」「基礎化学（Ｅ）」「基

礎生物学（Ｂ）」の５科目の中から８単位以上，「実践英語コミュニケーション」「工業英語」の２科

目の中から２単位以上を修得 

 

【卒業要件】 

・総単位数：124単位以上を修得 

・教養教育科目：富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23単位を修得 

・専門教育科目：91単位以上（卒業論文 10単位，生命工学輪読 2単位を含む）を修得 

・自由選択単位：10単位までを認定 
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５－４－２　生命工学コース　課程表

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ／生命 川原 選必

　8

2 2
線形代数Ⅰ／生命 黒岡，須加 選必 4 2
基礎物理学／生命 須加 選必 2 2

基礎化学（Ｅ） 岡田，森脇、
黒澤 選必 4 2

基礎生物学（Ｂ） 小池 選必 4 2
実践英語コミュニケーション 端野（非） 選必

　2
2 2

工業英語 小池 選必 4 2
データサイエンスⅠ 野澤 選択 4 2
データサイエンスⅡ 高 選択 4 2
知的財産 教務委員長 必修 2 1

共
通
専
門
科
目

◇創造工学特別実習１ 創造工学センター長 選択 2 1
◇創造工学特別実習２ 創造工学センター長 選択 2 1
◇創造工学特別実習３ 創造工学センター長 選択 2 1
創造工学特別研究 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学１ 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学２ 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学３ 創造工学センター長 選択 2 1
キャリアスタディＡ 教務委員長 選択 （注 1） 1
キャリアスタディＢ 教務委員長 選択 （注 1） 2
インターンシップＡ 教務委員長 選択 （注 1） 1
インターンシップＢ 教務委員長 選択 （注 1） 2
海外研修Ⅰ 教務委員長 自由選択 （注 2） 1
海外研修Ⅱ 教務委員長 自由選択 （注 2） 1
◇工学概論／電気電子・情報・
　機械・化学・生物 工学部教員 自由 4 2

◇工学概論／土木・建築・
　金属

都市デザイン
学部教員 自由 4 2

◇職業指導 松井（非） 自由 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／生命 コース全教員 必修 2 2
プログラミング基礎／生命 コース全教員 必修 2 2
プログラミング応用Ｂ 池田 選択 4 2
◇生命有機化学Ⅰ 岡田 選択 4 2
生化学 黒澤 選択 4 2
◇生命無機化学 大坂（非） 選択 4 2
◇生命分析化学 黒澤 選択 4 2
◇生命物理化学Ⅰ 伊野部 選択 4 2
◇生命物理化学Ⅱ 伊野部 選択 4 2
◇遺伝子工学Ⅰ 髙﨑 選択 4 2
◇応用数学　 黒岡 選択 4 2
専門基礎ゼミナール コース全教員 必修 2 2
工学基礎実験 コース全教員 必修 4 2
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専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／生命 コース全教員 必修 1 1
工学倫理／生命 コース全教員 必修 1 1
基礎技術実習 コース全教員 必修 2 1
◇生命有機化学Ⅱ 岡田 選択 4 2
細胞代謝学 小澤 選択 4 2
◇遺伝子工学Ⅱ 髙﨑 選択 4 2
◇生物化学工学 森脇 選択 4 2
基礎生理学 岩永 選択 4 2
◇生命情報工学 小澤 選択 4 2
◇データ解析概論 黒岡 選択 4 2
細胞生物学 小池 選択 4 2
有機機器分析 岡田 選択 4 2
電気・電子工学概論 須加 選択 4 2
薬理学Ⅰ 髙﨑 選択 4 2
薬理学Ⅱ 髙﨑 選択 4 2
免疫学 小澤 選択 4 2
◇生体医工学 岩永 選択 4 2
医薬品合成化学 岡田 選択 4 2
再生医療工学 岩永 選択 4 2
創薬科学 岡田 選択 4 2
◇タンパク質工学 黒澤 選択 4 2
◇システム工学 黒岡 選択 4 2
生物物理化学 伊野部 選択 4 2
バイオインダストリー 森脇 選択 4 2
生命工学実験Ⅰ コース全教員 必修 6 2
生命工学実験Ⅱ コース全教員 必修 6 2
生命工学実験Ⅲ コース全教員 必修 6 2
生命工学実験Ⅳ コース全教員 必修 6 2
生命工学輪読 コース全教員 必修 4 2
生命工学特論
卒業論文 コース全教員 必修 10

※メディア授業科目（実施方法等についてはシラバスを確認すること。）
（注１）キャリアスタディＡ，Ｂ及びインターンシップＡ，Ｂは，実習を行った期間（日数等）に応じて単位を認定する。
　　　 キャリアスタディＡ及びインターンシップＡ並びにキャリアスタディＢ及びインターンシップＢの重複単位認定は認めない。

（注２）自由選択科目の単位として，海外研修を行った期間（時間数等）に応じて単位を認定する。（Ⅰ・Ⅱ合わせて上限 2 単位まで）

備考
　１　生命工学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。
　（１）教養教育科目
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位
　（２）専門教育科目
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。
　（３）自由選択科目
　　　　教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が 124 単位に満たない場合，下記科目から 10 単位以内
　　　　・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。
　　　　・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。
　　　　・他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）
　　　　・専門教育科目の自由選択科目。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。
　　　・生命工学特論「数学入門」，「物理」，「英語 e-learning」
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
　４　専門教育科目名に◇印が付されている科目は教員免許状取得に関するものである。詳細については，「７．教育
　　　職員免許状の取得について」を参照のこと。
　５　開講年次及び毎週授業時間数に数字が記載されていても，都合により集中講義で実施することがある。
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T2 T1

4年
次

T4 T3 T2 T1T4 T3

3年
次

T2 T1T4 T3

2年
次

T2 T1T4 T3

1年
次

実
習
・
実
験

共
通
基
礎

教
養
教
育

生
物

数
学
・
物
理

化
学

創
造
・
技
術
者

情
報
化
社
会

へ
の
対
応

国
際
化
社
会

へ
の
対
応

社
会
的
変
化

へ
の
対
応

社
会
科
学

人
文
科
学

統
合
科
目

微
分
積
分

I

線
形
代
数

I

基
礎
物
理
学

基
礎
化
学

基
礎
生
物
学

デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

I

デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

II

実
践
英
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

工
業
英
語

基
礎
技
術
実
習

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
応
用

B

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎

卒
業
論
文

生
命
工
学
輪
読

工
学
基
礎
実
験

生
命
工
学
実
験

I~
IV

職業指導 工学概論工学倫理

知
的
財
産

応
用
数
学

基
礎
生
理
学

タ
ン
パ
ク
質
工
学

生
命
情
報
工
学

細
胞
代
謝
学

デ
ー
タ
解
析
概
論

創
薬
科
学

シ
ス
テ
ム
工
学

細
胞
生
物
学

電
気
・
電
子
工
学
概
論

幅
広
い
知
識

・
自
然
科
学
に
関
す
る
教
養

・
人
文
科
学
に
関
す
る
教
養

・
芸
術
文
化
に
関
す
る
教
養

専
門
的
学
識

・
化
学
に
対
す
る
学
識

・
生
物
に
対
す
る
学
識

・
数
学
、
物
理
に
対
す
る
学
識

専門基礎ゼミナール

創造工学入門
ゼミナール

創造ものづくり

バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

生
物
物
理
化
学

インターンシップＡ,Ｂ キャリアスタディＡ,Ｂ

生
物
化
学
工
学

遺
伝
子
工
学

II

生
命
物
理
化
学

I
生
命
無
機
化
学

生
命
物
理
化
学

II
遺
伝
子
工
学

I
生
命
有
機
化
学

II

生
化
学

生
命
有
機
化
学

I

生
命
分
析
化
学

薬
理
学

I
有
機
機
器
分
析

生
体
医
工
学

薬
理
学

II
医
薬
品
合
成
化
学

免
疫
学

再
生
医
療
工
学

工
学
部
工
学
科
生
命
工
学
コ
ー
ス

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

海外研究 I、II
専
門
的
知
識

・
製
薬
、
創
薬
に
関
す
る
知
識

・
医
療
に
関
す
る
知
識

問
題
発
見
・
解
決
力

・
課
題
発
見
力

・
課
題
解
決
力

・
創
造
力

社
会
貢
献
力

・
倫
理
観

・
知
的
財
産
に
関
す
る
知
識

・
主
体
性

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

・
情
報
収
集
力

・
発
表
・
討
論
力

・
協
調
性

創造工学特別実習1創造工学特別実習2創造工学特別実習3

リーダー養成実践学1リーダー養成実践学2リーダー養成実践学3

学
修
成
果
の
達
成
目
標

工学概論

創造工学特別研究
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5 －５　応用化学コース
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５－５－１　履修上の注意事項55－－55－－11  履履修修上上のの注注意意事事項項  

 

【２年次進級要件】 

２年次進級のための要件は，特に定めない。 

ただし，富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23単位及び専門教育科目 29単位，合わせて 

52単位の修得が望ましい。 

 

【３年次進級要件】 

３年次進級のためには，２年次終了時までに開講される授業科目のうち 80 単位を修得していなければ

ならない。 

ただし，教養教育科目は，富山大学教養教育履修規則に定める教養教育として修得しなければならない

必修科目及び選択科目 23単位（詳細は「令和８(2026)年度教養教育ガイド」参照）を修得することが必要

である。 

また，専門教育科目の「共通基礎科目／コース基礎科目」を 24単位（表１に示す必修及び選択必修科目

を含むこと）及び２年次までに開講する専門教育科目のコース専門科目 20 単位を修得していなければな

らない。 

 

表１．２年次終了時までに開講される必修・選択必修科目 

履修形態 科目名 単位数 注意事項 

必修科目 工学基礎実験 ２  

必修科目 プログラミング基礎／応用化学 ２  

選択必修科目 

微分積分Ⅰ／応用化学 ２ 

この５科目のうち，２科目 

４単位を修得すること 

線形代数Ⅰ／応用化学 ２ 

基礎物理学／応用化学 ２ 

基礎生物学(Ａ) ２ 

基礎化学(Ｅ) ２ 

 

【４年次進級要件】 

４年次進級のためには，３年次終了時までに開講される授業科目のうち 110単位を修得していなければ

ならない。 

ただし，専門教育科目（共通基礎科目／コース基礎科目／コース専門科目）87単位以上，３年次に開講

するコース専門科目 28 単位以上（表２に示す必修科目を含むこと）及び表２に示す選択必修科目２単位

を修得していなければならない。 

 

表２．３年次終了時までに開講される必修・選択必修科目 

履修形態 科目名 単位数 注意事項 

必修科目 応用化学実験Ⅰ ４  

必修科目 応用化学実験Ⅱ ４  

必修科目 知的財産 １  

必修科目 工学倫理／応用化学 １  

選択必修科目 
実践英語コミュニケーション ２ この２科目のうち， 

１科目２単位を修得すること 工業英語 ２ 
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【卒業要件】 

１．卒業に必要な修得単位数は，124単位である。 

ただし，教養教育科目は，富山大学教養教育履修規則に定める教養教育として修得しなければならない

必修科目及び選択科目 23単位（詳細は「令和８(2026)年度教養教育ガイド」参照）を修得していることが

必要である。 

また，専門教育科目は，91単位（必修及び選択必修科目（「5－5－2 課程表」参照）を全て含むこと）を

修得していなければならない。 

ただし，自由選択単位 10単位を卒業に必要な 124単位に含めることができる。 

 

※自由選択単位は，下記単位を指す。 

・教養教育科目で 23単位を超えて修得した単位。 

・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目の単位。 

・他学部の授業科目の単位。（ただし，教員免許取得のための授業科目は含めない。） 

・専門教育科目の自由選択科目の単位。 

 

２．４年次に開講される必修科目は表３に示すとおりである。 

 

表３．４年次に開講される必修科目 

履修形態 科目名 単位数 注意事項 

必修科目 卒業論文 10  

必修科目 応用化学輪読 2  

必修科目 創造ものづくり／応用化学 2  

 

 

【その他】 

1. 担当教員，開講時期，授業科目内容などについては変更もある。 

 

2. 授業科目の成績は，秀，優，良，可及び不可の評語をもって表し，秀，優，良及び可を合格とする。評

語の区分は 100点を満点とした場合，次の通りである。 

 

秀：90点以上，優：80点以上 90点未満，良：70点以上 80点未満，可：60点以上 70点未満，不可：

60点未満 

55－－55－－11  履履修修上上のの注注意意事事項項  

 

【２年次進級要件】 

２年次進級のための要件は，特に定めない。 

ただし，富山大学教養教育履修規則に定める卒業要件 23単位及び専門教育科目 29単位，合わせて 

52単位の修得が望ましい。 

 

【３年次進級要件】 

３年次進級のためには，２年次終了時までに開講される授業科目のうち 80 単位を修得していなければ

ならない。 

ただし，教養教育科目は，富山大学教養教育履修規則に定める教養教育として修得しなければならない

必修科目及び選択科目 23単位（詳細は「令和８(2026)年度教養教育ガイド」参照）を修得することが必要

である。 

また，専門教育科目の「共通基礎科目／コース基礎科目」を 24単位（表１に示す必修及び選択必修科目

を含むこと）及び２年次までに開講する専門教育科目のコース専門科目 20 単位を修得していなければな

らない。 

 

表１．２年次終了時までに開講される必修・選択必修科目 

履修形態 科目名 単位数 注意事項 

必修科目 工学基礎実験 ２  

必修科目 プログラミング基礎／応用化学 ２  

選択必修科目 

微分積分Ⅰ／応用化学 ２ 

この５科目のうち，２科目 

４単位を修得すること 

線形代数Ⅰ／応用化学 ２ 

基礎物理学／応用化学 ２ 

基礎生物学(Ａ) ２ 

基礎化学(Ｅ) ２ 

 

【４年次進級要件】 

４年次進級のためには，３年次終了時までに開講される授業科目のうち 110単位を修得していなければ

ならない。 

ただし，専門教育科目（共通基礎科目／コース基礎科目／コース専門科目）87単位以上，３年次に開講

するコース専門科目 28 単位以上（表２に示す必修科目を含むこと）及び表２に示す選択必修科目２単位

を修得していなければならない。 

 

表２．３年次終了時までに開講される必修・選択必修科目 

履修形態 科目名 単位数 注意事項 

必修科目 応用化学実験Ⅰ ４  

必修科目 応用化学実験Ⅱ ４  

必修科目 知的財産 １  

必修科目 工学倫理／応用化学 １  

選択必修科目 
実践英語コミュニケーション ２ この２科目のうち， 

１科目２単位を修得すること 工業英語 ２ 
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５－５－２　応用化学コース　課程表

専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ／応用化学 菅野 選必

　4

4 2
線形代数Ⅰ／応用化学 石山 選必 2 2
基礎物理学／応用化学 源明 選必 2 2
基礎化学（Ｅ） 岡田，森脇，黒澤 選必 4 2
基礎生物学（Ａ）※ 迫野 選必 4 2
実践英語コミュニケーション 端野（非） 選必

　2
2 2

工業英語 楊 選必 2 2
データサイエンスⅠ 野澤 選択 4 2
データサイエンスⅡ 高 選択 4 2
知的財産 教務委員長 必修 2 1

共
通
専
門
科
目

◇創造工学特別実習１ 創造工学センター長 選択 2 1
◇創造工学特別実習２ 創造工学センター長 選択 2 1
◇創造工学特別実習３ 創造工学センター長 選択 2 1
創造工学特別研究 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学１ 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学２ 創造工学センター長 選択 2 1
リーダー育成実践学３ 創造工学センター長 選択 2 1
キャリアスタディＡ 教務委員長 選択 （注 1） 1
キャリアスタディＢ 教務委員長 選択 （注 1） 2
インターンシップＡ 教務委員長 選択 （注 1） 1
インターンシップＢ 教務委員長 選択 （注 1） 2
海外研修Ⅰ 教務委員長 自由選択 （注 2） 1
海外研修Ⅱ 教務委員長 自由選択 （注 2） 1
◇工学概論／電気電子・情報・
　機械・化学・生物 工学部教員 自由 4 2

◇工学概論／土木・建築・
　金属

都市デザイン
学部教員 自由 4 2

◇職業指導 松井（非） 自由 2 2

コ
ー
ス
基
礎
科
目

創造工学入門ゼミナール／
応用化学 コース全教員 選択 2 2

プログラミング基礎／
応用化学 コース全教員 必修 2 2

微分積分演習 菅野 選択 4 1
力学・波動 大橋（非） 選択 4 2
微分積分Ⅱ 菅野 選択 2 2
◇有機化学Ⅰ 阿部 選択 2 2
◇無機化学Ⅰ 大坂（非） 選択 4 2
◇物理化学Ⅰ 石山 選択 2 2
◇分析化学Ⅰ 加賀谷 選択 2 2
◇生化学Ⅰ 中路 選択 4 2
専門基礎ゼミナール コース全教員 選択 2 2
工学基礎実験 コース全教員 必修 6 2
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専門教育科目名 担当教員
必修・
選択必修・
選択の別

選択
必修

開講年次及び毎週授業時間数 単
位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4 T1 T2 T3 T4

専
門
教
育
科
目

コ
ー
ス
専
門
科
目

創造ものづくり／応用化学 コース全教員 必修 4 2
工学倫理／応用化学 未定 必修 2 1
応用数学 未定 選択 2 2
物理化学Ⅱ 楊 選択 2 2
有機化学Ⅱ 阿部 選択 2 2
無機化学Ⅱ 宮﨑 選択 2 2
分析化学Ⅱ 菅野 選択 2 2
生化学Ⅱ 迫野 選択 4 2
機器分析 未定 選択 4 2
◇高分子化学Ⅰ 中路 選択 4 2
有機化学Ⅲ 阿部 選択 2 2
◇基礎化学工学 劉 選択 4 2
反応工学 椿 選択 2 2
物理化学Ⅲ 石山 選択 2 2
有機化学Ⅳ 阿部 選択 2 2
◇工業物理化学演習 源明 選択 4 2
応用化学実験Ⅰ コース全教員 必修 12 4
応用化学実験Ⅱ コース全教員 必修 12 4
◇環境保全化学 加賀谷 選択 4 2
◇環境分析化学 加賀谷 選択 4 2
無機化学演習 宮﨑 選択 2 2
生化学Ⅲ 中路 選択 4 2
◇エネルギー化学 椿 選択 2 2
◇高分子化学Ⅱ 源明 選択 4 2
有機化学Ⅴ 未定 選択 2 2
カーボンニュートラル化学 楊 選択 2 2
触媒化学 椿 選択 2 2
生命分子工学 迫野 選択 4 2
◇分子固体物性工学 宮﨑 選択 4 2
応用化学輪読 コース全教員 必修 4 2
応用化学特論
卒業論文 コース全教員 必修 10

※メディア授業科目（実施方法等についてはシラバスを確認すること。）
（注１）キャリアスタディＡ，Ｂ及びインターンシップＡ，Ｂは，実習を行った期間（日数等）に応じて単位を認定する。
　　　 キャリアスタディＡ及びインターンシップＡ並びにキャリアスタディＢ及びインターンシップＢの重複単位認定は認めない。

（注２）自由選択科目の単位として，海外研修を行った期間（時間数等）に応じて単位を認定する。（Ⅰ・Ⅱ合わせて上限 2 単位まで）

備考
　１　応用化学特論の単位数は必要に応じて定める。
　２　卒業に必要な修得単位数は，次の条件を満たし 124 単位以上であること。
　（１）教養教育科目
　　　　富山大学教養教育履修規則に定める 23 単位
　（２）専門教育科目
　　　　共通基礎科目，共通専門科目及びコース基礎科目の計 16 単位以上を含む 91 単位以上
　　　　91 単位の内訳は，コースの定めるところによる。
　（３）自由選択科目
　　　　教養教育科目及び専門教育科目の修得単位数合計が 124 単位に満たない場合，下記科目から 10 単位以内
　　　　・教養教育科目のうち必修及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目。
　　　　・他コースのコース基礎科目及びコース専門科目。
　　　　・他学部の授業科目。（ただし，教員免許状取得のための授業科目は含めない。）
　　　　・専門教育科目の自由選択科目。
　３　次の科目は卒業に必要な修得単位数には含めない（卒業要件外）。
　　　・応用化学特論「数学入門」，「物理」，「英語 e-learning」
　　　・自由科目（「工学概論」，「職業指導」）
　４　専門教育科目名に◇印が付されている科目は教員免許状取得に関するものである。詳細については，「７．教育
　　　職員免許状の取得について」を参照のこと。
　５　開講年次及び毎週授業時間数に数字が記載されていても，都合により集中講義で実施することがある。
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6．学生生活のための留意事項
６．学生生活のための留意事項 

 

（イ） 履修に関すること 

   科目の履修にあたって肝要なことは，コース課程表，授業時間割表によって学習計画をた

てることである。また，コースによっては特別の定めがあるので注意しなければならない。

なお，授業時間割表は毎学期各自に配付される。 

   成績は，ヘルン・システム（学務情報システム）から９月又は３月に各自で確認すること

ができる。試験及び成績評価は工学部規則第 12 条のとおりである。 

 

（ロ） 諸証明書の発行について 

   証明書には，在学証明書，学業成績証明書，卒業見込証明書，通学証明書及び JR 学割証

等があるが，在学証明書，学業成績証明書，卒業見込証明書，健康診断証明書，JR 学割証

（年間交付枚数 20 枚）は，証明書自動発行機（総合教育研究棟（工学系）１階廊下及び学

生会館１階廊下に設置）で交付する。通学証明書等は，理工系学務課で交付するが，期限に

遅れないように留意し早めに申込むこと。 

 

（ハ） 教育職員免許状及びその他の資格取得について 

   高等学校教諭１種免許状（工業）の取得を希望する場合は，「７．教育職員免許状の取得

について」を参照のこと。 

   その他，コースによって電気主任技術者（要単位，要実務），電気通信主任技術者（要単

位，「電気通信システム」の免除），第一級陸上無線技術士（要単位，「無線工学の基礎」の

免除），「第一級陸上特殊無線技士」，「第二級海上特殊無線技士」「第三級海上特殊無線技士」，

ボイラー技士（要単位），エネルギー管理士（要短期研修，実務），危険物取扱者（要単位）

等の資格，受験資格又は予備試験免除の特典が得られる。※別途，コースからの指示に従う

こと。 
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７．教育職員免許状の取得について
（令和８年度の入学者に適用）７７．．教教育育職職員員免免許許状状のの取取得得ににつついいてて  

（（令令和和８８年年度度のの入入学学者者にに適適用用））  

 
                                                             富山大学工学部 
 
 教育職員免許法，同法施行規則，学則第 80条及び工学部規則第 20条に基づき，工学部で教育職員免

許状の授与に係る所要資格を取得する（以下，「教員免許状の取得」という。）ために修得すべき授業科

目について，次のように定める。 
 

（関係法令①：教育職員免許法及び同法施行規則） 
（関係法令②：小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律第 2 条 

  小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律同法施行規則） 

                             （学内規則等：学則第 80条及び工学部規則第 20 条） 

  

１１．．工工学学部部でで取取得得可可能能なな免免許許状状のの種種類類  

   ・工学科 
     高等学校教諭一種免許状（工業） 

（学則第 80条第 2項別表第 2） 

 
２２．．教教員員免免許許状状取取得得ののたためめのの基基礎礎資資格格等等  

    教員免許状を取得するための基礎資格等は次のとおり定められている。  

第一欄 第二欄 第三欄 

所要資格 

 

免許状の種類 

基 礎 資 格 

大学において修得することを

必要とする最低単位数 

教科及び教職に関する科目 

高等学校教諭 
専修免許状 修士の学位を有すること。 83 

一種免許状 学士の学位を有すること。 59 

 

備考 4  この表の規定により幼稚園，小学校，中学校若しくは高等学校の教諭の専修免許状若

しくは一種免許状又は幼稚園，小学校若しくは中学校の教諭の二種免許状の授与を受

けようとする者については，特に必要なものとして文部科学省令で定める科目の単位

を大学又は文部科学大臣の指定する教員養成機関において修得していることを要する

ものとする｡ 

          7  専修免許状に係る第三欄に定める科目の単位数のうち，その単位数からそれぞれの一

種免許状に係る同欄に定める科目の単位数を差し引いた単位数については，大学院の

課程又は大学の専攻科の課程において修得するものとする。 

                                             （教育職員免許法第 5条別表第 1） 
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３３．．教教員員免免許許状状取取得得ののたためめのの最最低低修修得得単単位位数数  

   教員免許状を取得するための最低修得単位数は次のとおり定められている。 
  なお，本学工学部で開設する授業科目は 55 ページ以降により確認すること。 
  

（1）教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に定める科目（教養教育科目）の最低修得単位数 

・「○」は必修科目を示す。  

免許法施行規則に定める 

科目の単位及び最低修得単位数 

左記に対応する教員免許状取得のための 

開設授業科目及び単位 備 考 

開設授業科目名 必修 選択 

日本国憲法 2 単位 
○日本国憲法Ⅰ 

○日本国憲法Ⅱ 

1 

1 

  

体育 2 単位 
○健康・スポーツ論 

○健康・スポーツ実践 

1 

1 

  

外国語コミュニケ

ーション 
2 単位 

ＥＳＰⅠ（Level-based） 

ＥＳＰⅡ（Interest-based） 

ドイツ語コミュニケーションⅠ 

ドイツ語コミュニケーションⅡ 

フランス語コミュニケーションⅠ 

フランス語コミュニケーションⅡ 

中国語コミュニケーションⅠ 

中国語コミュニケーションⅡ 

朝鮮語コミュニケーションⅠ 

朝鮮語コミュニケーションⅡ 

ロシア語コミュニケーションⅠ 

ロシア語コミュニケーションⅡ 

日本語コミュニケーションⅠ 

日本語コミュニケーションⅡ 

 1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

数理、データ活用

及び人工知能に関

する科目又は情報

機器の操作 

2 単位 
○学術情報リテラシーⅠ 

○学術情報リテラシーⅡ 

1 

1 
  

  

※※「「健健康康・・ススポポーーツツ論論」」とと「「健健康康・・ススポポーーツツ実実践践」」のの両両方方をを修修得得ししななけけれればばななららなないい。。  

※※「「日日本本国国憲憲法法ⅠⅠ」」「「日日本本国国憲憲法法ⅡⅡ」」とと「「健健康康・・ススポポーーツツ論論」」「「健健康康・・ススポポーーツツ実実践践」」ににつついいてて，，卒卒業業要要

件件ととししててはは「「選選択択科科目目」」ででああるるがが，，教教員員免免許許状状のの取取得得ににおおいいててはは「「必必修修科科目目」」ででああるるここととにに特特にに注注意意

すするるこことと。。  

 

これらの 
科目のうち， 
2 単位を修得 

留学生のみ 
留学生のみ 

57
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(2) 教育職員免許法施行規則第４条，第５条に定める科目区分ごとの最低修得単位数 

  

  

  

  

第一欄 科目 各科目に含めることが必要な事項 
高等学校教諭 

一種免許状 

参照 

番号 

最

低

修

得

単

位

数 

第

二

欄 

教科及び教

科の指導法

に関する科

目 

教科に関する専門的事項 20 ①①  

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 4 ②②  

第

三

欄 

教育の基礎

的理解に関

する科目 

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

10 

③③  

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営へ

の対応を含む。） 

教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学校と地域

との連携及び学校安全への対応を含む。） 

幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 

特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対する理解 

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメ

ントを含む。） 

第

四

欄 

道徳，総合

的な学習の

時間等の指

導法及び生

徒指導，教

育相談等に

関する科目 

道徳の理論及び指導法 

8 

総合的な学習（探究）の時間の指導法 

特別活動の指導法 

教育の方法及び技術 

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 

生徒指導の理論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）

の理論及び方法 

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 

第

五

欄 

教育実践に

関する科目 

教育実習 3 

③③  
教職実践演習 2 

第

六

欄 

大学が独自に設定する科目 12 ④④  

    必必要要修修得得単単位位数数  5599   
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①①教教科科にに関関すするる専専門門的的事事項項  

・免許状及び教科ごとの最低修得単位数は 20単位であるが，20 単位を超えて修得した場合は，「大

学が独自に設定する科目」の単位として取り扱う。 

・「○」は教職課程における必修科目で，一般的包括的内容を含む科目を示す。  

  ・「工工学学概概論論」「職職業業指指導導」は，工学部の卒業要件単位にならないので，注意すること。 
 
工学科 高等学校教諭（工業） 

免許法施行規則に定める免許教科

の教科に関する専門的事項 

左記に対応する教員免許状取得のための 

開設授業科目及び単位 備 考 

開設授業科目名 必修 選択 

工業の関係科目 

○工工学学概概論論／／電電気気電電子子・・情情報報・・  

機機械械・・化化学学・・生生物物 

○工工学学概概論論／／土土木木・・建建築築・・金金属属 

創造工学特別実習１ 

創造工学特別実習２ 

創造工学特別実習３ 

電磁気学１ 

電磁気学２ 

電磁気学３ 

電気回路基礎 

電気回路１ 

電気回路２ 

アナログ電子回路１ 

アナログ電子回路２ 

ディジタル電子回路 

電気機器工学１ 

電気機器工学２ 

パワーエレクトロニクス 

通信方式 

電気電子計測工学 

人工知能 

量子情報の基礎 

自然言語処理 

機械学習 

パターン認識 

電子回路Ⅰ 

電子回路Ⅱ 

生体情報処理 

オブジェクト指向 

データベース論 

ヒューマンコンピュータインタラクション 

神経科学概論 

2 

 

2 

 

 

 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

これら 
3 科目より 
2 科目 
2 単位 
選択必修 

※を付した 
科 目 よ り
12 単位 
選択必修 
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材料力学Ⅰ 

材料力学Ⅱ 

機械力学 

熱力学 

流体力学Ⅰ 

基礎電気工学 

制御工学 

計測工学 

工学倫理/機械 

生産加工学 

機械材料学Ⅰ 

メカトロニクス 

数値解析 

伝熱工学 

生命有機化学Ⅰ 

生命無機化学 

生命分析化学 

生命物理化学Ⅰ 

生命物理化学Ⅱ 

遺伝子工学Ⅰ 

応用数学 

生命有機化学Ⅱ 

遺伝子工学Ⅱ 

生物化学工学 

生命情報工学 

データ解析概論 

生体医工学 

タンパク質工学 

システム工学 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

分析化学Ⅰ 

生化学Ⅰ 

高分子化学Ⅰ 

基礎化学工学 

工業物理化学演習 

環境保全化学 

環境分析化学 

エネルギー化学 

高分子化学Ⅱ 

分子固体物性工学 

 2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

職業指導 ○職職業業指指導導 2   

 

※を付した 
科目より 
12 単位 
選択必修 
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②②各各教教科科のの指指導導法法（（情情報報通通信信技技術術のの活活用用をを含含むむ。。））  

・教育学部が，全学に対して開設している以下の授業科目を 

高等学校教諭一種免許状（以下，「高一種免」という。）の取得においては，4 単位以上修得しな

ければならない。 

・当該授業科目は，工学部の卒業要件単位にならないので，注意すること。 

・取得する免許状以外の各教科の指導法に関する科目は，「大学が独自に設定する科目」として取

り扱うことはできないので，注意すること。 

 

免許教科 授業科目名 

単位数 履修対象者 

必修 選択 学年 

高 

（工業） 

工業科教育法Ⅰ 2   2 

工業科教育法Ⅱ 2   2 

※※開開講講学学期期及及びび開開講講形形式式（（毎毎週週又又はは集集中中））ににつついいててはは，，事事前前にに学学生生掲掲示示等等でで周周知知すするるたためめ，，必必ずず確確認認すす

るるこことと。。  
 
③③教教育育のの基基礎礎的的理理解解にに関関すするる科科目目・・道道徳徳，，総総合合的的なな学学習習のの時時間間等等のの指指導導法法及及びび生生徒徒指指導導，，教教育育相相談談

等等にに関関すするる科科目目・・教教育育実実践践にに関関すするる科科目目  

・教育学部が，全学に対して開設している以下の授業科目を修得しなければならない。 

・当該授業科目は，工学部の卒業要件単位にならないので，注意すること。 

・「○」は必修科目を示す。  

 

免許法施行規則に定める科目区分 
最低修得 

単位数 

左記に対応する教員免許状取得のための 

開設授業科目及び単位 

科目 各科目に含めることが必要な事項 高 開設授業科目名 必修 
選択

必修 

教育の基

礎的理解

に関する

科目 

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

10 

○教育の思想と歴史 2   

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チー

ム学校運営への対応を含む。） 
○教職と教育 2   

教育に関する社会的，制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携及び学校安全への対応

を含む。） 

○学校の制度と経営 2   

幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の

過程 
○教育心理学 2   

特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒

に対する理解 
○特別支援教育概論 2   

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ

ム・マネジメントを含む。） 
○教育課程論 1   
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道徳，総

合的な学

習の時間

等の指導

法及び生

徒指導，

教育相談

等に関す

る科目 

道徳の理論及び指導法 

8 

－ 

総合的な学習（探究）の時間の指導法 ○総合的な学習の時間教育論 2   

特別活動の指導法 ○特別活動論 1   

教育の方法及び技術 
○教育方法・情報通信技術活用論 

＊情報通信技術を活用した教育の理論及び方法を含む 
2   

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 － 

生徒指導の理論及び方法 
○生徒・進路指導論 

＊進路指導及びキャリア教育の理論及び方法を含む 
2   

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な

知識を含む。）の理論及び方法 
○教育相談 2   

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 － 

教育実践

に関する

科目 

教育実習 3 
－ 

○中等教育実習（高） 3   

教職実践演習 2 ○教職実践演習 2   

  

④④大大学学がが独独自自にに設設定定すするる科科目目  

・①～③の修得単位で，「高等学校 47 単位」を超えて修得した単位については，「大学が独自に設定

する科目」の単位として取り扱うことができる。  

  

４４．．教教育育実実習習  

  ・教育実習は，4 年次前期で履修する｡なお，教育実習を履修できる者は，次の各号に全て該当するも

のとする｡ 
    （1）教育実習に係る「事前指導」を履修した者 
    （2）各教科の指導法・教育の基礎的理解に関する科目・道徳，総合的な学習の時間等の指導法及 

び生徒指導，教育相談等に関する科目について，原則全必要単位数を既に修得している者 
（＝3（2）②，③のうち，教育実習及び教職実践演習を除く単位） 

・単位数には，事前及び事後指導の 1 単位も含む。 

・教育実習は，富山県内学校にて実施する。（母校での実習は行わない。） 

 

５５．．教教職職実実践践演演習習  

・「教職実践演習」を履修するに当たり，4 年次の後学期までの間，毎年定められた時期に各自で 
「教職履修カルテ」を作成しなければならない。 

・1 年次後学期終了時に説明会を実施するので，必ず出席すること。 
 

６６..  履履修修上上のの注注意意事事項項  

   教職に関する必要事項・連絡事項は，学生掲示等により通知するので，見落としのないように注意

すること。 
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